
  

定に対するサポートをして参り継続 一般・5款・1項・1目
ます。

事    業    主    体 ・盛岡地域雇用開発協会、岩手中央職業訓練協会、ふるさといわて定住財団、公

観光物産課 共職業安定所等の各関係機関

 

と連携し、職業訓練、地域の雇用情勢の情報共有と

【滝沢市主体】 課題解決に努めます。

地域

計画のビジョン

の

（政策が実現できたと

産

きの状態）

目指す姿は

業

「競争力・市場性のあ

が

る産業と、安定した雇

よ

用・定住・後継者育成

り

が循環的に発展するま

政 活

ち」です。各産業分野

性

と労働力が、また滝沢

化

市の特性や地域資源を

し

活用しながら、交流人

、

口、異業種連携、付加

次

価値などによりバラン

代

スよく発展

するととも

を

に、市民や地域が潤っ

見

ている状況です。

政策

据

目標値の達成状況

基準

策 え

値 上：戦略目標見込値

た

／下：達成値 目標値 進

挑

捗状況No 政 策 目 標 指

戦

数
平成30年度 令和元

を

年度 令和2年度 令和3

続

年度 令和4年度 令和4

け

年度 進捗率(%)

暮 自

る

分の仕事に満足してい

ま

る人の割合
1 ら 57 5

ち

8 60 61 61 -55

　
 

.1単 位 ％し 53.

基

4 - - - - 0.0

幸 身

本

に付けた知識や技術を

施

仕事や趣味の場で活か

策

せる機会があると感じ

　

る人の割合
2 40 43

０

47 50 50 -36.

１

3単 位 ％福 36.6

 

- - - - 0.0

 

基本施策が４

　
 

年間でめざす姿

地域が

地

潤い市民とともに発展

域

し続けるまちを目指し

の

て、市の観光資源、情

潤

報、コンテンツを情報

い

収集・蓄積しデータベ

に

ース

を作成するととも

つ

に、連携する団体（観

な

光協会、商工会、農協

が

等）、事業者,市民と

　
る

の情報共有化と情報交

観

換及びビジョン

の共有

光

化を図る場の創出によ

資

り市民とともに観光ま

源

ちづくりにつながるシ

の

ティプロモーションを

発

推進します。

基本施策

信

目標の進捗状況分析

観

－

光資源、観光客等の顧

 

客、コンテンツにおけ

０

1

るデータをまとめたも

 

のがないため、関係団

－

体、事業者間等での情報共有が

できず、データに基づく事業を展開できないことから、データベースを作成しデータに基づいて事業展開を行う必要があり

ます。

３

事       業       名 事業の意図やねらい（成果や効果）

労働環境整備事業 就労者が安心して働ける環境づくりや、資金の融資等による生活の安定と福祉の

向上に寄与することを目的に運用します。ま

 

た、就職面接会や参加学校における

求職動向等の調査、雇用に関する情報提供を行い雇用の拡大を図ることを目的と

します。

継続区分 会計・款・項・目 令和2年度の事業概要
・滝沢市生活安定資金の新規貸付を行い、生活安



令
令

フ

観光やまちづくりにつ

滝

ながる取り組みを推進

沢

します

。

基本計画期間

と

内の取り組みと方針の

連

うち、令和2年度の重

携

点課題

観光資源の既存

し

情報と新たに掘り起こ

な

す観光資源の情報につ

が

いて、ＩＣＴ等を積極

ら

的に利用し関係団体と

和

イ

連携して市民に情

報発

ベ

信を行い市内外の交流

ン

人口拡大に取り組みま

ト

す。

開催

項

に

       目 令和

よ

2年度 令和3年度 令和

る

4年度 令和5年度 備 

各

      考
○全体

2

種

事業期間活 目 滝沢市生

情

活安定資金貸付件数（

報

  平成19年度～令

の

和5年度新規） 5 5 5

　

5
動 単 位 件

標
指

標 値 単

発

位 ○特定財源
  東北

信

労働金庫生活安定資金

を

預投 計 年度別事業費 1

し

3,260 3,315

ま

3,315 3,315

年

す

3,315
  託金【

。

その他】合
  資 内 特

観

定財源 12,000 3

光

,000 3,000 3

物

,000 3,000
 

産

 画   指 訳 一般財源

に

1,260 315 31

つ

5 315 315
計

標 額

い

他団体事業負担額

て

度

は、既存の自然や文化

～

、ブランドをいかしつ

令

つ、新たな地域資源の

和

ほりおこしや情報発

　

5

信、観光地としての受

年

け入れ態勢（おもてな

和
度

しの心など）の整備等

（

に努めます。

・「ＩＣ

単

Ｔ関連企業集積と産学

位

官連携の推進」につい

 

ては、イノベーション

 

センター・イノベーシ

千

ョンパークを拠点とし

円

た

　産学官連携を推進

）

し、人材育成、地域課

－

題等、プログラミング

2

 

教室などに取り組みま

2

す。また、新たな産業

 

拠点について

　の検討

－

を行います。

・「農林業の振興と担い手の支援」については、農地集積の推進、酪農・畜産の振興により、次代の担い手の育成・確保に

　努め、また日本型

年

直接支払制度や森林整

政

備を推進し、農地や森

策

林が有する多面的機能

の

の持続的な発揮を目指

達

します。

　産直施設の

成

ネットワーク化や食育

（

と連携した食の安全・

実

安心を基本とする地産

現

地消を推進し、第６次

）

産業等と複合的な持

　

度

に

続可能な農林業を育成

向

します。

基本計画期間

け

内の取り組みと方針の

た

うち、令和2年度の重

基

点課題

・「地域の潤い

本

につながる観光資源の

計

発信」については、ビ

画

ッグルーフ滝沢を活用

期

した情報発信に取組み

間

ます。また、地域

　資

実

内

源を活用した新たな観

の

光政策のありかたにつ

取

いての検討を始めます

り

。

・「ＩＣＴ関連企業

組

集積と産学官連携の推

み

進」については、企業

と

誘致を促進するととも

方

に、人材と企業がとも

針

に成長しやす

　い環境

・

整備や、ＩＴ関連企業

行

「

と地元企業の連携を推

地

進します。また、新た

域

な産業用地や企業振興

の

の基本的方針の検討に

潤

努

　めます。

・「農林

い

業の振興と担い手の支

に

援」については、農地

つ

中間管理事業を活用し

な

た担い手への農地集積

が

の推進、日本型直接支

計

る

払

　の推進と産直や食

観

育と連携した地産地消

光

を推進し、持続可能な

資

農業経営体の育成を図

源

ります。また、森林環

の

境譲与税によ

　る森林

発

活性化の方針策定に取

信

り組みます。

」

基本施策の達成

に

（実現）に向けた基本

画

つ

計画期間内の取り組み

い

と方針

ＩＣＴ等を活用

て

した観光資源の情報発

は

信や、市民、事業者、

、

関係団体（観光協会、

ビ

商工会、農協等）と情

ッ

報共有し、ビッグ

ルー

グ

フ滝沢を活用し市民と

ル

の情報共有と情報交換

ー

の場を作り市民と共に



  

名

産品開発事業 地域振興

事

や産業振興の方策とし

業

て、自然、歴史、風土

の

、食文化等を反映した

意

地域

ブランドへの関心

図

が高まっています。ま

や

ちづくりのイメージア

ね

ップや、地域外の

資金

ら

や人材を呼び込み持続

い

的な地域経済の活性化

 

（

を図る好循環に繋がる

成

よう、地

域資源のブラ

果

ンディングや加工、販

や

路拡大に取り組みます

効

。

継続区分 会計・款・

果

項・目 令和2年度の事

）

業概要
・地域産品の研

地

究開発を組織的かつ継

域

続的に行います。継続

職

一般・7款・1項・2

地

業

目
・既存地域産品の推

相

奨、ＰＲ活動及び販路

談

の拡大を図ります。
事

室

    業    主

管

    体
観光物産課

理

【協働事業】

滝沢市商

運

工会、生産者等

営

事 

事

      業   

業

    名 事業の意図

域

国

やねらい（成果や効果

と

）

地域資源振興事業 「

の

ふるさと納税」制度の

共

運用を強化することに

同

より、特産品等の普及

運

拡大や地域

資源の掘り

営

起こしを図ります。

ま

に

た、特産品をはじめと

よ

する滝沢市のＰＲを行

る

うことによって、ふる

の

地

さと納税に

よる寄付の

域

拡大を図ります。

継続

職

区分 会計・款・項・目

業

令和2年度の事業概要

相

・納税環境の充実（ポ

談

ータルサイト増設等）

室

新規 一般・7款・1項

を

・2目
・返礼品の充実

開

事    業    

設

主    体 ・滝沢市

産

し

の全国へのＰＲ

観光物

、

産課

【滝沢市主体】

求職者に対する職

業

業の斡旋や労

働問題に

が

関する相談を行い、就

よ

業率の向上と労働環境

り

の改善を目指します。

政 活

継続区分 会計・款・項

性

・目 令和2年度の事業

化

概要
盛岡公共職業安定

し

所職員による労働相談

、

や職業の斡旋、雇用相

次

談員による求職活継続

代

一般・5款・1項・1

を

目
動の補助を行い、就

見

業のミスマッチの解消

据

に努め、就業率の向上

策 え

を目指します。
事  

た

  業    主  

挑

  体
観光物産課

【協

戦

働事業】

岩手労働局

を続

事       業 

け

      名 事業の

る

意図やねらい（成果や

ま

効果）

滝沢市シルバー

ち

人材センター補助事業

　
 

市内高齢者が定年退職

基

後も臨時的・短期的な

本

就業を通じて自己の経

施

験及び労働能

力を活用

策

し、自らの生涯の充実

　

を図り社会参加すると

０

ともに、高齢者の能力

１

を活

かした活力ある地

 

域社会づくりに寄与す

 

ることを目的とします

　
 

。

継続区分 会計・款・

地

項・目 令和2年度の事

域

業概要
高齢者の就業機

の

会の拡充、技能講習の

潤

推進を図るために運営

い

している（公社）滝継

に

続 一般・5款・1項・

つ

1目
沢市シルバー人材

な

センターに対して補助

が

を実施します。
事  

　
る

  業    主  

観

  体
観光物産課

【他

光

団体事業主体】

（公社

資

）滝沢市シルバー人材

源

センター

の

事    

発

   業      

信

 名 事業の意図やねら

－

い（成果や効果）

物産

 

振興事業 市の物産及び

０

3

産業等を紹介すること

 

により、市民の理解と

－

認識を高め、生産の奨

励及び販路の拡大を図り、市内の産業振興に資することができます。

継続区分 会計・款・項・目 令和2年度の事業概要
・いわて産業振興センターを通じて、

３

滝沢市の物産の普及、地場産業の振興を図継続 一般・7款・1項・2目
ります。

事   

事

 業    主   

 

 体 ・滝沢市産業まつ

 

りを開催、市の物産展

 

の開催、また情報発信

 

により、生産の奨

観光

 

物産課 励及び販路の拡

 

 

大を図ります。

【協働

 

事業】 ・県、広域で開

業

催するイベントに参加

 

しＰＲに努めます。

市

 

産業まつり実行委員会

 

 等

 

事      

 

 業       名

 

事業の意図やねらい（

 

成果や効果）

滝沢市特



令
令

全

付金【その他】投 計 年

体

度別事業費 15,34

事

8 3,612 3,91

業

2 3,912 3,91

期

2
  、地域整備特別

間

対策事業基金合
  繰

活

入金【その他】ほか資

目

内 特定財源 14,00

就

0 3,500 3,50

職

0 3,500 3,50

和

件

0
  画   指 訳 一般

数

財源 1,348 112

 

412 412 412
計

 

標 額 他団体事業負担額

平成1

項  

7

     目 令和2年

年

度 令和3年度 令和4年

度

度 令和5年度 備   

2

～

    考
○全体事業

令

期間活 目 ふるさと納税

和

額
  令和2年度～令

5

和5年度40,000

年

40,000 40,0

度

00 40,000
動 単

1

位 千円
標

指

標 値 単 位 ○

,

特定財源
  寄附金（

5

ふるさと納税）【そ投

0

計 年度別事業費 241

年

0

,200 60,300

1

60,300 60,3

,

00 60,300
  

5

の他】合
  資 内 特定

0

財源 160,000 4

0

0,000 40,00

1

0 40,000 40,

,

000
  画   指 訳

5

一般財源 81,200

0

20,300 20,3

度

0

00 20,300 20

1

,300
<名称変更事

,

業>「ふるさと納税計

5

推進事業」から名称変

0

更標 額 他団体事業負担

0

額
<財務課から事務移

動

管>

単 位 件

～

標
指

標 値 単 位 ○特定財

令

源
  旧大崎宿舎駐車

和

場賃借料【そ投 計 年度

5

別事業費 31,284

年

7,821 7,821

和
度

7,821 7,821

（

  の他】、旧大崎宿

単

舎敷地内電合
  話線

位

路電柱敷地料【その他

 

】資 内 特定財源 8,5

 

88 2,147 2,1

千

47 2,147 2,1

円

47
  画   指 訳 一

）

般財源 22,696 5

－

,674 5,674 5

2

 

,674 5,674
計

4

標 額 他団体事業負担額

 －

項       目 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 備       考
○全体事業期間活 目 シルバー人材

年

センター加入率（
  平成16年度～令和5年度60歳以上） 2 2 2 1.8

動 単 位 ％
標

指 受託件数
1,200 1,200 1,200 1,200

標 値 単 位 件

投 計 年度別事業費 37,680 9,420 9,420 9,420 9,

度

420
合

資 内 特定財源
画

指 訳 一般財源 37,680 9,420 9,420 9,420 9,420
計

標 額 他団体事業負担額

項       目 令和2年度 令和3年度

実

令和4年度 令和5年度

項

備       考
○

 

全体事業期間活 目 市内

 

外のイベントへの出展

 

回数
  昭和57年度

 

～令和5年度14 14

 

14 14
動 単 位 回

標
指

 

滝沢市産業まつり来場

 

者数
19,000 19

目

,000 19,000

行

令

19,000
標 値 単 位

和

人 ○特定財源
  市町

2

村振興交付金【その他

年

】投 計 年度別事業費 1

度

6,222 3,955

令

4,089 4,089

和

4,089
  、地域

3

整備特別対策事業基金

年

合
  繰入金【その他

度

】資 内 特定財源 10,

計

令

900 2,650 2,

和

750 2,750 2,

4

750
  画   指 訳

年

一般財源 5,322 1

度

,305 1,339 1

令

,339 1,339
計

和

標 額 他団体事業負担額

5年度

項  

画

備

     目 令和2年

 

度 令和3年度 令和4年

 

度 令和5年度 備   

 

    考
○全体事業

 

期間活 目 開発品目数
 

 

 令和2年度～令和5

 

年度3 3 3 3
動 単 位 品

 

標
指 補助交付実績

3 3

考

3 3
標 値 単 位 件 ○特定

○

財源
  市町村振興交



  

名

  体 ・観光客入込客

事

数150千人（内市内

業

分30千人）

観光物産

の

課 ・チャグチャグ馬コ

意

保存会負担金

【滝沢市

図

主体】

や

事     

ね

  業       

ら

名 事業の意図やねらい

い

（成果や効果）

滝沢市

 

（

観光協会補助事業 地域

成

資源を生かした観光集

果

客を目指すため、チャ

や

グチャグ馬コや岩手山

効

麓の自然

を中心とした

果

イベントを民間団体等

）

と協働で実施するとと

観

もに市の観光物産情報

光

のＰＲ及び旅行企画を

振

実施し、観光産業の振

地

興

興を図ります。

継続区

事

分 会計・款・項・目 令

業

和2年度の事業概要
・

民

チャグチャグ馬コ関連

間

行事や岩手山・鞍掛山

、

山開き等岩手山麓の自

市

然を活用し継続 一般・

民

7款・1項・3目
た事

と

業を実施・支援します

の

。
事    業   

域

連

 主    体 ・市内

携

の観光物産情報のＰＲ

を

事業を実施します。

観

強

光物産課 ・観光コンテ

化

ンツの開発を行います

し

。

【他団体事業主体】

、

・市内物産商品のネッ

地

ト等での販売事業を実

域

施します。

滝沢市観光

資

協会 ・SNS等での定

の

源

期的な観光情報発信を

の

行います。

活

事   

用

    業     

と

  名 事業の意図やね

交

らい（成果や効果）

チ

流

ャグチャグ馬コ馬資源

人

確保事業 市内の農用馬

口

の飼育頭数は年々減少

の

傾向にあり、県内外か

産

拡

ら馬を借用してチャグ

大

チャグ馬コを実施して

を

いるのが現状です。市

図

内馬資源の減少に歯止

り

めをかけ、馬

産地岩手

、

の馬事文化の保存と市

人

へ観光に訪れたお客様

と

がいつでも馬に親しむ

人

機会

を持つことができ

と

るチャグチャグ馬コの

業

の

里滝沢の形成を目指し

つ

ます。

継続区分 会計・

な

款・項・目 令和2年度

が

の事業概要
・市有馬の

り

預託事業を実施します

を

。継続 一般・7款・1

広

項・3目
・イベント等

げ

に出馬しチャグチャグ

、

馬コのＰＲを実施しま

経

す。
事    業  

が

済

  主    体
観光

的

物産課

【滝沢市主体】

波及効果を生み出

よ

すことで持続可能な地

り

域活性化に

繋げます。

政 活

また、市民の市への愛

性

着と誇りを高めること

化

で市民自身が市の良さ

し

を

市内外に伝えられる

、

ように事業を展開しま

次

す。

継続区分 会計・款

代

・項・目 令和2年度の

を

事業概要
・各関係団体

見

、事業者等との連携に

据

よる役割の明確化継続

策 え

一般・7款・1項・3

た

目
・市の観光・物産に

挑

関わるデータ収集及び

戦

データベース作成
事 

を

   業    主 

続

   体 ・観光資源を

け

活かしたまちづくりに

る

主体的に取り組む地域

ま

の人材育成支援

観光物

ち

産課 ・地域の魅力発信

　
 

、交流人口拡大を目的

基

としたコンテンツ開発

本

と磨き上げ、観光

【滝

施

沢市主体】 客を結びつ

策

ける仕組みの検討及び

　

実証実験を実施

０

事 

１

      業   

 

    名 事業の意図

 

やねらい（成果や効果

　
 

）

観光施設管理運営事

地

業 市の自然観光資源で

域

ある岩手山の登山者の

の

約半数が柳沢コースを

潤

利用し、年間約

1万人

い

4千人の登山者が訪れ

に

ています。そのほか、

つ

鞍掛山や相の沢キャン

な

プ場、馬

返しキャンプ

が

場にも多くの利用者が

　
る

訪れることから、安全

観

な登山と岩手山麓の自

光

然を楽しめるように施

資

設を管理します。

継続

源

区分 会計・款・項・目

の

令和2年度の事業概要

発

・相の沢キャンプ場、

信

馬返しキャンプ場の管

－

理継続 一般・7款・1

 

項・3目
・鞍掛山周辺

０

5

、岩手山登山道の管理

 

事    業    

－

主    体 ・山開き等の行事開催

観光物産課

【滝沢市主体】

事       業       名 事業の意図やねらい（成果や効果）

チャグチャグ馬コ

３

関連事業 チャグチャグ馬コは、全国に知名度のある本市の観光資源であり、チャグチャグ

事

馬コ保存会事業（行進

 

事業、ＰＲ事業、保存

 

事業）への負担金を中

 

心にチャグチ

ャグ馬コ

 

の保存により、観光収

 

益や市民の文化意識の

 

 

向上に寄与します。

継

 

続区分 会計・款・項・

業

目 令和2年度の事業概

 

要
・チャグチャグ馬コ

 

行進行事出馬全体数9

 

0頭継続 一般・7款・

 

1項・3目
・チャグチ

 

ャグ馬コ同好会滝沢支

 

部出馬数40頭
事  

 

  業    主  



令
令

全

430 430
動 単 位 千

体

人
標

指 SNS等での情

事

報発信回数
180 18

業

0 180 180
標 値 単

期

位 回

投 計 年度別事業費

間

52,000 13,0

活

00 13,000 13

目

,000 13,000

観

合
資 内 特定財源

画
指 訳

光

一般財源 52,000

和

入

13,000 13,0

込

00 13,000 13

客

,000
計

標 額 他団体

数

事業負担額

  令

項       

和

目 令和2年度 令和3年

元

度 令和4年度 令和5年

年

度 備       考

2

度

○全体事業期間活 目 チ

～

ャグチャグ馬コ同好会

令

滝沢支
  平成20年

和

度～令和5年度部出馬

5

頭数 40 40 40 40

年

動 単 位 頭
標

指 市内農用

度

馬飼養頭数
40 40 4

4

0 40
標 値 単 位 頭 ○特

3

定財源
  市町村振興

0

助成金【その他】投 計

年

4

年度別事業費 5,57

3

5 970 1,535 1

0

,535 1,535
 

4

 合
  資 内 特定財源

3

3,930 930 1,

0

000 1,000 1,

4

000
  画   指 訳

3

一般財源 1,645 4

0

0 535 535 535

動

計
標 額 他団体事業負担

度

単

額

位 千人
標

指

標 値 単 位

～

○特定財源
  市町村

令

振興助成金【その他】

和

投 計 年度別事業費 49

5

,336 12,334

年

12,334 12,3

和
度

34 12,334
  

（

合
  資 内 特定財源 7

単

,472 1,868 1

位

,868 1,868 1

 

,868
  画   指

 

訳 一般財源 41,86

千

4 10,466 10,

円

466 10,466 1

）

0,466
計

標 額 他団

－

体事業負担額

2

 6 

項      

－

 目 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 備       考
○全体事業期間活 目 岩手山登山者数
  平成19年度～令和5年度14 14 14 14

動

年

単 位 千人
標

指 キャンプ場利用者数
2,000 2,000 2,000 2,000

標 値 単 位 人 ○特定財源
  自然公園施設管理業務委託金投 計 年度別事業費 29,876 7,469 7,469 7,469 7,469
  【県】、

度

地域整備特別対策事合
  業基金繰入金【その他】、市資 内 特定財源 22,400 5,600 5,600 5,600 5,600
  町村振興交付金【その他】ほ画   か指 訳 一般財源 7,476 1,869 1,869 1,8

実

69 1,869
計

標 額

項

他団体事業負担額

   

項    

 

   目 令和2年度 令

 

和3年度 令和4年度 令

 

和5年度 備     

 

  考
○全体事業期間

目

活 目 チャグチャグ馬コ

行

令

同好会滝沢支
  平成

和

22年度～令和5年度

2

部出馬頭数 40 40 4

年

0 40
動 単 位 頭

標
指 チ

度

ャグチャグ馬コ行進行

令

事出馬
全体数 90 90

和

90 90
標 値 単 位 頭 ○

3

特定財源
  市町村振

年

興助成金【その他】投

度

計 年度別事業費 26,

計

令

551 6,775 6,

和

592 6,592 6,

4

592
  合
  資 内

年

特定財源 24,000

度

6,000 6,000

令

6,000 6,000

和

  画   指 訳 一般財

5

源 2,551 775 5

年

92 592 592
計

標

度

額 他団体事業負担額

画

備  

項   

 

    目 令和2年度

 

令和3年度 令和4年度

 

令和5年度 備    

 

   考
○全体事業期

 

間活 目 観光客入込み数

考

  昭和43年度～令

○

和5年度430 430



  

名

   業      

事

 名 事業の意図やねら

業

い（成果や効果）

商工

の

業経営安定支援事業 商

意

工業の発展は地域経済

図

の活性につながるだけ

や

でなく、雇用の増大、

ね

住民の利便

性の向上な

ら

ど市全体の振興につな

い

がります。本市では、

 

（

事業者の多くが小規模

成

事

業者であり、小規模

果

・中規模事業者に対す

や

る支援を充実し、地域

効

企業の安定した

経営と

果

商工業全体の活性化を

）

図ることを目的としま

自

す。

継続区分 会計・款

然

・項・目 令和2年度の

資

事業概要
地域企業の安

地

源

定した経営と商工業全

保

体の活性化を図るため

護

次の事業を行います。

管

継続 一般・7款・1項

理

・2目
・商工業者の経

事

営基盤の支援のため、

業

滝沢市中小企業振興資

岩

金及び県小規模小口
事

手

    業    主

県

    体 資金の活用

域

自

、セーフティネット保

然

証の認定等。

企業振興

環

課 ・各種商工業者団体

境

の活用、中小企業団体

保

中央会等の活用。

【協

全

働事業】 ・その他商工

条

業に関する必要施策の

例

展開。

滝沢市商工会

にお

の

ける野生動物保護地区

産

に該当する春子谷地湿

業

原をは

じめとして、岩

が

手山など貴重な自然環

よ

境の保護、保全に努め

り

、次世代に引き継ぐ

こ

政 活

とが重要です。また、

性

貴重な動植物の保護と

化

岩手山における登山な

し

どの観光的

利用及び自

、

然環境保全、自然愛護

次

の啓発を図ります。

継

代

続区分 会計・款・項・

を

目 令和2年度の事業概

見

要
・自然公園保護管理

据

員による岩手山の巡回

策 え

及び指導を行います。

た

継続 一般・7款・1項

挑

・3目
・自然保護指導

戦

員による自然環境保全

を

地域（春子谷地湿原）

続

の巡回及び指導を行
事

け

    業    主

る

    体 います。

観

ま

光物産課 ・自然保護の

ち

ため、特定外来生物の

　
 

駆除を行います。

【滝

基

沢市主体】

小

本

          

施

          

策

         計

　

 政策　　　０３  

０

 地域の産業がより活

１

性化し、次代を見据え

 

た挑戦を続けるまち
 

 

基本施策　０２   

　
 

ＩＣＴ関連企業集積と

地

産学官連携の推進

域

基本施策が

の

４年間でめざす姿

雇用

潤

が生まれ、市民が生活

い

に不安なく暮らせるこ

に

とは、幸福感を育む環

つ

境づくりには欠かせな

な

いものであり、そのた

が

めにも

既存企業の発展

　
る

又は企業誘致に伴う企

観

業の集積による雇用の

光

創出は不可欠です。大

資

学が立地する環境を活

源

かし、滝沢発の価

値が

の

生まれる取組に産学官

発

を挙げて挑戦する状態

信

を目指します。

基本施

－

策目標の進捗状況分析

 

・後期基本計画の基本

０

7

施策において、企業誘

 

致に加え、既存企業の

－

振興についても新たに追加したことにより、「働く場が

ある」ことから、雇用が生まれ、産業の活性化が図られるとの仮説に立ち、目標値を「法人事業所数」と新たに設定しまし

３

た。

・基本構想の暮らしやすさ一覧表に定める「法人事業所数」については、平成30年

事

度で956所と、令和

 

4年度目標値880所

 

を

既に上回っている状

 

況です。

・高齢化によ

 

る生産年齢人口の減少

 

に伴い、雇用の面から

 

 

企業承継が困難となる

 

ケースが全国的に課題

業

となってきているこ

と

 

から、企業の生産性の

 

向上に向けたIT技術

 

の導入などについて、

 

積極的な相談又は情報

 

の提供の機会が求めら

 

れます。

 

事    



令
令

全

当たり） 45 45 45

体

45
動 単 位 事業所

標
指

事

標 値 単 位 ○特定財源
 

業

 滝沢市中小企業振興

期

資金預託投 計 年度別事

間

業費 270,882 6

活

7,836 67,68

目

2 67,682 67,

自

682
  金【その他

然

】合
  資 内 特定財源

和

公

268,000 67,

園

000 67,000 6

保

7,000 67,00

護

0
  画   指 訳 一般

管

財源 2,882 836

理

682 682 682
計

員

標 額 他団体事業負担額

設置日

2

数
  平成25年度～

年

令和5年度160 16

度

0 160 160
動 単 位

～

日
標

指 自然保護指導員

令

設置日数
40 40 40

和

40
標 値 単 位 日 ○特定

5

財源
  自然保護指導

年

員設置業務委託投 計 年

和
度

度別事業費 7,614

（

1,881 1,911

単

1,911 1,911

位

  金【県】、自然公

 

園保護管理合
  業務

 

委託金【県】、自然環

千

境資 内 特定財源 5,2

円

52 1,313 1,3

）

13 1,313 1,3

－

13
  保全条例事務

2

 

処理交付金【県画   

8

】ほか指 訳 一般財源 2

 

,362 568 598

－

598 598
計

標 額 他団体事業負担額

項       目 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

年

備       考

投 計 年度別事業費 525,946 130,852 131,698 131,698 131,698
合

資 内 特定財源 268,542 67,008 67,178 67,178 67,178
画

指 訳 一般財源 257

度

,404 63,844 64,520 64,520 64,520
計

標 額 他団体事業負担額

（単位  千円）

基本施策の達成（実現）に向けた基本計画期間内の取り組みと方針

・ICT関連産業の集積地を目指す

実

本市として、滝沢市I

項

PUイノベーションパ

 

ークへの企業立地の促

 

進と、集積したICT

 

関連企

業及び大学や研

 

究機関のポテンシャル

 

を活かし、IoT、A

 

Iの活用による市内商

 

工業者の生産性向上に

目

向けた支援を行います

行

令

。

・IT企業の誘致を

和

進め、盛岡広域都市圏

2

におけるICT産業の

年

拠点化を目指します。

度

・産業用地の拡大に向

令

けた検討を進めます。

和

・市内商工業者の振興

3

に関する仕組みの検討

年

を行います。

・Soc

度

iety5.0に向け

計

令

た、地域人材の育成と

和

産学官の研究開発を進

4

めます。

基本計画期間

年

内の取り組みと方針の

度

うち、令和2年度の重

令

点課題

・市内商工業者

和

の振興に関する仕組み

5

の検討を行います。

・

年

地域ICTクラブの創

度

設を目指します。

画

備  

項    

 

   目 令和2年度 令

 

和3年度 令和4年度 令

 

和5年度 備     

 

  考
○全体事業期間

 

活 目 事業所数（生産年

考

齢人口1千人
  平成

○

21年度～令和5年度



  

 

用可能適地を
事   

名

 業    主   

事

 体 検討します。

企業

業

振興課 ・産業振興アド

の

バイザーを設置し、産

意

学官連携による企業高

図

度化、企業誘致を促

【

や

滝沢市主体】 進します

ね

。

・大学、行政、産業

ら

支援機関との産学官連

 

い

携事業を展開します。

（成

事       業

果

       名 事業

や

の意図やねらい（成果

効

や効果）

滝沢市商工会

果

補助事業 商工会は法に

）

基づく地域総合経済団

中

体であり、地域商工業

小

者の経営改善指導、地

地

企

域経済振興、社会福祉

業

増進など幅広く活動し

振

ています。商工会事業

興

を通じて中小

企業の経

資

営基盤を強化し、その

金

活力を最大限発揮させ

利

ることにより、雇用創

子

出や

税収拡大、地域経

補

済の活性化、市の商工

給

業施策への反映を期待

域

費

するものです。

継続区

補

分 会計・款・項・目 令

助

和2年度の事業概要
(

事

1)経営改善普及事業

業

　継続 一般・7款・1

滝

項・2目
・地域の小規

沢

模事業者の経営の改善

市

発達を図るため、経営

が

指導、各種研修会の開

市

事    業    

の

内

主    体 催、情報

商

提供等を行います。

企

工

業振興課 (2)地域総

業

合振興事業

【他団体事

者

業主体】 ・時代に即し

に

た地域商工業の課題、

対

問題の解決を図る活動

し

を行います。

滝沢市商

て

工会 ・地域の活性化の

行

ために、まちづくりや

産

う

地域資源活用の強化を

滝

行います。

沢

事   

市

    業     

中

  名 事業の意図やね

小

らい（成果や効果）

イ

企

ノベーションセンター

業

等管理運営事 岩手県立

振

大学の特色を活かし、

興

大学等との連携を目的

業

資

とした企業立地を支援

金

し、

地域産業の振興を

の

図ります。
業

継続区分

融

会計・款・項・目 令和

通

2年度の事業概要
・滝

を

沢市ＩＰＵイノベーシ

円

ョンセンター入居促進

滑

及びイノベーションパ

に

ーク立地継続 一般・7

す

款・1項・2目
促進の

が

る

ための活動を行います

た

。
事    業   

め

 主    体 ・滝沢

、

市ＩＰＵイノベーショ

当

ンセンター及びイノベ

該

ーションパークの適正

資

な運営

企業振興課 を行

金

います。

【協働事業】

に

・新たなビジネス、技

係

術の創出による雇用拡

よ

る

大のため、入居企業へ

利

の支援を行い

岩手県、

子

公立大学法人岩手県立

補

大学 ます。

給を行います

り

。経営基盤の弱い中小

政 活

企業の円滑な資

金調達

性

及び経営を支援するも

化

のであり、もって中小

し

企業の振興を図ります

、

。

（義務的事業）

継続

次

区分 会計・款・項・目

代

令和2年度の事業概要

を

・滝沢市中小企業振興

見

資金を活用する中小企

据

業者に対し、市が年に

策 え

2回（前期：4継続 一

た

般・7款・1項・2目

挑

月～9月、後期：10

戦

月～3月）利子の内1

を

.5％の補給を行いま

続

す。
事    業  

け

  主    体 ・市

る

内企業は、当制度によ

ま

り低利で融資を活用す

ち

ることが可能となりま

　
 

す。

企業振興課

【滝沢

基

市主体】

本

事    

施

   業      

策

 名 事業の意図やねら

　

い（成果や効果）

中小

０

企業振興資金保証料補

２

給費補助事 滝沢市が市

 

内商工業者に対して行

 

う滝沢市中小企業振興

　
 

資金の融通を円滑にす

Ｉ

る

ため、当該資金に係

Ｃ

る保証料補給を行うこ

Ｔ

とにより経営基盤の弱

関

い中小企業の円
業 滑な

連

資金調達及び経営を支

企

援し、中小企業の振興

業

を図ります。

（義務的

集

事業）

継続区分 会計・

積

款・項・目 令和2年度

　
と

の事業概要
・滝沢市中

産

小企業振興資金を活用

学

する中小企業者に対し

官

、市が融資金額に係る

連

保継続 一般・7款・1

携

項・2目
証料について

の

、年に1回補給を行い

推

ます。
事    業 

進

   主    体 ・

－

岩手県小規模小口資金

０

 

を活用する中小企業者

9

に対し、市が融資金額

 

に係る保証

企業振興課

－

料について、年に1回補給を行います。

【滝沢市主体】

事       業       名 事業の意図やねらい（成果や効果）

企

３

業誘致事業 市内における雇用の場の確保及び産業振興を図るために、県外企業・市外企業等

の誘致を行います。

事

また、市内企業の工場

 

拡充などの支援や新規

 

事業取組み等へ

の支援

 

により、安定した雇用

 

の確保を図ります。

継

 

 

続区分 会計・款・項・

 

目 令和2年度の事業概

 

要
・岩手県、岩手県立

業

大学及び産業支援機関

 

とのネットワーク等を

 

活用し、企業誘継続 一

 

般・7款・1項・2目

 

致活動、既存企業の事

 

業拡充等の支援のほか

 

、新たな産業用地や利



令
令

○

項   

全

    目 令和2年度

体

令和3年度 令和4年度

事

令和5年度 備    

業

   考
○全体事業期

期

間活 目 岩手県立大学周

間

辺への企業立地
  平

活

成21年度～令和5年

目

度件数（ｲﾉﾍﾞｰｼ

事

ｮﾝｾﾝﾀｰ含む） 2

和

業

3 23 24 24
動 単 位

所

社
標

指

標 値 単 位 ○特定

数

財源
  滝沢市IPU

（

ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝｾﾝ

生

ﾀｰ使用投 計 年度別事

産

業費 81,602 20

年

,228 20,458

齢

20,458 20,4

人

58
  料【その他】

口

、滝沢市IPUｲﾉﾍ

2

1

合
  ﾞｰｼｮﾝｾﾝ

千

ﾀｰ電気水道使用料【

人

資 内 特定財源 81,6

 

02 20,228 20

 

,458 20,458

昭

20,458
  その

和

他】、行政財産目的外

5

使画   用料【その他

7

】、土地売払収指 訳 一

年

般財源
計

標 額 他団体事

年

度

業負担額

～令和5年度当たり

度

） 45 45 45 45
動

～

単 位 事業所
標

指 融資新

令

規利用件数
35 35 3

和

5 35
標 値 単 位 件

投 計

5

年度別事業費 35,2

年

00 8,800 8,8

和
度

00 8,800 8,8

（

00
合

資 内 特定財源
画

単

指 訳 一般財源 35,2

位

00 8,800 8,8

 

00 8,800 8,8

 

00
計

標 額 他団体事業

千

負担額

円）

－

項       目 令

2

 

和2年度 令和3年度 令

1

和4年度 令和5年度 備

0

       考
○全

 

体事業期間活 目 市融資

－

利用件数
  昭和58年度～令和5年度50 50 50 50

動 単 位 件
標

指 保証料補給実績
5,500 5,500 5,500 5,500

標

年

値 単 位 千円 ○特定財源
  中小企業振興資金保証料返戻投 計 年度別事業費 22,000 5,500 5,500 5,500 5,500
  金【その他】合
  資 内 特定財源 182 179 1 1 1
  画   指 訳 一般財源 21,8

度

18 5,321 5,499 5,499 5,499
計

標 額 他団体事業負担額

項       目 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 備       考
○全

実

体事業期間活 目 誘致企業数
  平成8年度～

項

令和5年度3 3 3 3
動

 

単 位 件
標

指

標 値 単 位 ○

 

特定財源
  滝沢市Ｉ

 

ＰＵイノベーション投

 

計 年度別事業費 14,

 

119 3,247 3,

 

624 3,624 3,

 

624
  センター使

行

目

用料【その他】合
  

令

資 内 特定財源 14,1

和

00 3,228 3,6

2

24 3,624 3,6

年

24
  画   指 訳 一

度

般財源 19 19
計

標 額

令

他団体事業負担額

和3年

項    

計

度

   目 令和2年度 令

令

和3年度 令和4年度 令

和

和5年度 備     

4

  考
○全体事業期間

年

活 目 市内事業主の商工

度

会加入率
  平成30

令

年度～令和5年度57

和

57 57 57
動 単 位 ％

5

標
指

標 値 単 位

投 計 年度

年

別事業費 48,164

画

度

12,041 12,0

備

41 12,041 12

 

,041
合

資 内 特定財

 

源
画

指 訳 一般財源 48

 

,164 12,041

 

12,041 12,0

 

41 12,041
計

標

 

額 他団体事業負担額

 考



  

 

産業の振興を図ります

 

。

継続区分 会計・款・

名

項・目 令和2年度の事

事

業概要
・滝沢市IPU

業

イノベーションパーク

の

の活性化の検討調査 一

意

般
・市内産業立地適地

図

の検討
事    業 

や

   主    体 ・

ね

市内産業振興に係る条

 

ら

例等の検討

企業振興課

い

【協働事業】

滝沢市商

（

工会

成

事      

果

 業       名

や

事業の意図やねらい（

効

成果や効果）

滝沢市工

果

場等設置奨励事業 滝沢

）

市工場等設置奨励条例

地

に基づく各種優遇措置

地

域

を講ずることにより、

人

誘致企業

の立地に係る

材

経費負担の軽減を図り

育

、イノベーションパー

成

クなど市内適地への企

の

業立地を促進します。

た

継続区分 会計・款・項

め

・目 令和2年度の事業

の

概要
市内に立地または

事

拡充した企業からの申

域

業

請に対して滝沢市工場

市

等設置奨励条例に継続

内

一般
基づき奨励金等の

企

優遇措置を実施します

業

。
事    業   

へ

 主    体 （利子

の

補給金、雇用奨励金）

就

企業振興課

【滝沢市主

職

体】

支

の

援や起業支援をはじめ

産

、雇用拡大のための若

業

者から社会人の

人材育

が

成を中心に実施するこ

よ

とで地域内への人材定

り

着やＵＩターン人材の

政 活

雇用拡

大及び起業を促

性

進することを目的とし

化

ます。

（重点事業）

継

し

続区分 会計・款・項・

、

目 令和2年度の事業概

次

要
・市内企業への就職

代

支援や起業支援、雇用

を

拡大に関するセミナー

見

の実施継続 一般・7款

据

・1項・2目
・企業の

策 え

経営基盤強化、産学金

た

官連携を推進する事業

挑

の実施
事    業 

戦

   主    体 ・

を

地域特性を生かした情

続

報通信産業を担う人材

け

育成事業の実施

企業振

る

興課

【協働事業】

商工

ま

会、岩手県立大学等の

ち

高等教育機関

　
 

事  

基

     業    

本

   名 事業の意図や

施

ねらい（成果や効果）

策

産学官共同研究事業 既

　

存企業と大学等との連

０

携強化を促進するため

２

、共同研究に対して支

 

援を行いま

す。これに

 

より、地域課題の解決

　
 

と既存企業の基盤強化

Ｉ

、さらに大学等との連

Ｃ

携

の強化、更には企業

Ｔ

の新たな技術等の開発

関

を図ります。

継続区分

連

会計・款・項・目 令和

企

2年度の事業概要
大学

業

等と企業の共同研究事

集

業　1,000千円（

積

2件）継続 一般・7款

　
と

・1項・2目

事   

産

 業    主   

学

 体
企業振興課

【協働

官

事業】

企業

連

事   

携

    業     

の

  名 事業の意図やね

推

らい（成果や効果）

地

進

域ＩＣＴ活用事業 ＩＣ

－

Ｔ（情報通信技術）の

０

 

利活用・導入促進のセ

1

ミナー等の機会を提供

1

すること

により、付加

 

価値の高いサービス創

－

出や企業の生産性向上と新たな価値の創出を

推進することを目的とします。

継続区分 会計・款・項・目 令和2年度の事業概要
・ＩＣＴ

３

・ＩｏＴの利活用・導入促進に関するセミナーの開催継続 一般・7款・1項・2目
・産学官共同研究事業の実施

事    業    

事

主    体 ・スマー

 

トフォン向けの滝沢市

 

アプリの適正な管理の

 

実施

企業振興課

【滝沢

 

 

市主体】

 

事    

 

   業      

 

 名 事業の意図やねら

業

い（成果や効果）

産業

 

集積・振興計画事業 地

 

域の特色を活かした産

 

業の集積を図り、特色

 

ある地域産業の振興、

 

雇用確保を

含めた地域



令
令

○全

項       目 令

体

和2年度 令和3年度 令

事

和4年度 令和5年度 備

業

       考
○全

期

体事業期間活 目 誘致企

間

業数（企業誘致事業目

活

標
  平成7年度～令

目

和5年度と同じに設定

産

） 3 3 3 3
動 単 位 件

標

和

学

指

標 値 単 位

投 計 年度別

官

事業費
合

資 内 特定財源

交

画
指 訳 一般財源 <ゼロ

流

予算事業>計
標 額 他団

事

体事業負担額

業の実施（

2

累計）
  平成26年

年

度～令和5年度24 2

度

6 28 30
動 単 位 回

標

～

指

標 値 単 位 ○特定財源

令

  滝沢市ＩＰＵイノ

和

ベーション投 計 年度別

5

事業費 46,097 1

年

3,489 11,53

和
度

6 9,536 11,5

（

36
  センター使用

単

料【その他】、合
  

位

岩手県移住支援事業費

 

補助金資 内 特定財源 1

 

8,018 7,410

千

3,536 3,536

円

3,536
  【県】

）

、地域おこし協力隊住

－

画   居協力金【その

2

 

他】指 訳 一般財源 28

1

,079 6,079 8

2

,000 6,000 8

 

,000
計

標 額 他団体

－

事業負担額

項       目 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年

年

度 備       考
○全体事業期間活 目 共同研究数
  平成22年度～令和5年度2 2 2 2

動 単 位 件
標

指

標 値 単 位 ○特定財源
  滝沢市IPUイノベーションセ投 計 年度別事業費 4,000 1,000 1,000 1,00

度

0 1,000
  ンター使用料【その他】合
  資 内 特定財源 4,000 1,000 1,000 1,000 1,000
  画   指 訳 一般財源

計
標 額 他団体事業負担額

実

項       目 令和2年度 令和3年

項

度 令和4年度 令和5年

 

度 備       考

 

○全体事業期間活 目 Ｉ

 

ＣＴ活用に関するセミ

 

ナー実
  令和元年度

 

～令和5年度績 12 1

 

4 16 18
動 単 位 件

標

 

指

標 値 単 位 ○特定財源

行

目

  滝沢市IPUイノ

令

ベーションセ投 計 年度

和

別事業費 8,099 2

2

,048 2,017 2

年

,017 2,017
 

度

 ンター使用料【その

令

他】合
  資 内 特定財

和

源 8,099 2,04

3

8 2,017 2,01

年

7 2,017
  画  

計

度

 指 訳 一般財源
計

標 額

令

他団体事業負担額

和4年

項    

度

   目 令和2年度 令

令

和3年度 令和4年度 令

和

和5年度 備     

5

  考
○全体事業期間

年

活 目 事業所数（生産年

画

度

齢人口1千人
  平成

備

21年度～令和5年度

 

当たり） 45 45 45

 

45
動 単 位 事業所

標
指

 

標 値 単 位

投 計 年度別事

 

業費
合

資 内 特定財源
画

 

指 訳 一般財源 <調査事

 

業>計
標 額 他団体事業

 

負担額

考



  

 

  業       

 

名 事業の意図やねらい

名

（成果や効果）

農業近

事

代化資金利子補給補助

業

事業 農業近代化資金の

の

融通をより円滑にする

意

ため、融資機関が貸し

図

付けた農業近代化

資金

や

に係る利子補給を市が

ね

行うことにより、農業

 

ら

者等の資本装備の高度

い

化を図り

、農業経営の

（

近代化に資することが

成

できます。

（義務的事

果

業）

継続区分 会計・款

や

・項・目 令和2年度の

効

事業概要
農業者等の資

果

本装備の高度化及び農

）

業経営の近代化に資す

滝

るため、融資機関が貸

地

沢

継続 一般・6款・1項

市

・3目
し付けた農業近

企

代化資金に係る利子補

業

給を市が行います。
事

立

    業    主

地

    体
農林課

【滝

補

沢市主体】

助事業

域

滝沢市企業立地補助金

の

交付要綱に基づく各種

産

優遇措置を講ずること

業

で、誘致企業

の立地に

が

係る経費負担の軽減を

よ

図り、イノベーション

り

パークなど市内適地へ

政 活

の企

業立地を促進しま

性

す。

継続区分 会計・款

化

・項・目 令和2年度の

し

事業概要
市内に立地し

、

た企業からの申請に対

次

して、滝沢市企業立地

代

補助金交付要綱に基づ

を

継続 一般
き立地企業に

見

対し補助金を交付しま

据

す。
事    業  

策 え

  主    体
企業

た

振興課

【滝沢市主体】

挑

小     

戦

          

を

          

続

    計

 政策　　

け

　０３   地域の産

る

業がより活性化し、次

ま

代を見据えた挑戦を続

ち

けるまち
 基本施策　

　
 

０３   農林業の振

基

興と担い手の支援

本

基本施策が

施

４年間でめざす姿

農業

策

従事者の高齢化・就業

　

人口の減少や農産物価

０

格の低迷、資材の高騰

２

などに加え、ＴＰＰ１

 

１、日欧ＥＰＡの発効

 

など農

業を取り巻く環

　
 

境は厳しさを増してい

Ｉ

ます。こうしたなか、

Ｃ

滝沢ブランドの創出や

Ｔ

農地集積の推進、畜産

関

の振興等により、

次代

連

の担い手の育成に努め

企

ます。また、農地や森

業

林の持つ多面的機能の

集

発揮は、広く一般市民

積

の方々にも寄与してい

　
と

ること

から多面的機能

産

支払交付金などの日本

学

型直接支払の実施や森

官

林環境譲与税の活用に

連

より、農地や森林の適

携

正な管理をめざし

ます

の

。また、産直施設のネ

推

ットワークの推進や食

進

育との連携を行い、食

－

の安全・安心を基本に

０

 

地産地消を推進し、持

1

続可能

な農林業を育成

3

します。

基本施策目標

 

の進捗状況分析

農業後

－

継者が減少する一方で、転職や離職等により就農へと移行するのも少なくない状況です。就農者は、栽培技術の習得

や生産性の向上に

３

より農地の有効活用を図り、また農地集積により耕作放棄地の増加を食い止めることができます。また、

地域を担う認定農業者の育成

事

については、農業経営

 

指導マネージャーを中

 

心に育成・指導してお

 

り、その成果があらわ

 

 

れて

います。集落営農

 

組織については、地域

 

資源（農地、水路、農

 

道等）のもつ多面的機

業

能の維持、管理の地域

 

活動を図る上で

も必要

 

なことから、組織化を

 

図っていく必要があり

 

ます。

 

事     



令
令

○

確認や民有林整備の推

全

進、森林保護のため松

体

くい虫などの病害虫対

事

策の推進を進めます

。

業

農産については、産直

期

等との連携による地産

間

地消の推進、産直施設

活

の連携体制の構築、生

目

産拡大への取り組みを

誘

推進し、

またブランド

和

致

化の構築について検討

企

を行います。

業数（

項      

企

 目 令和2年度 令和3

業

年度 令和4年度 令和5

誘

年度 備       

致

考
○全体事業期間活 目

事

概ね5年以内に個々の

2

業

計画を達
  昭和37

目

年度～令和5年度成で

標

きた農業者の割合 10

 

0 100 100 100

 

動 単 位 ％
標

指

標 値 単 位

平

投 計 年度別事業費 1,

成

299 324 325 3

8

25 325
合

資 内 特定

年

財源
画

指 訳 一般財源 1

度

,299 324 325

年

～

325 325
計

標 額 他

令

団体事業負担額

和5年度と同じに

度

設定） 3 3 3 3
動 単 位

～

件
標

指

標 値 単 位

投 計 年

令

度別事業費
合

資 内 特定

和

財源
画

指 訳 一般財源 <

5

ゼロ予算事業>計
標 額

年

他団体事業負担額

和
度

（単

項       

位

目 令和2年度 令和3年

 

度 令和4年度 令和5年

 

度 備       考

千

投 計 年度別事業費 53

円

0,163 134,1

）

89 132,658 1

－

30,658 132,

2

 

658
合

資 内 特定財源

1

394,001 101

4

,093 97,636

 

97,636 97,6

－

36
画

指 訳 一般財源 136,162 33,096 35,022 33,022 35,022
計

標 額 他団体事業負担額

（単位  千円）

年

基本施策の達成（実現）に向けた基本計画期間内の取り組みと方針

・農業の担い手育成については地域農業マスタープラン（人・農地プラン）を基本とし、農地中間管理事業を活用し担い手

への農地集積を進め

度

ます。また、岩洞水路の改修や生産施設などの基盤整備の推進、また多面的機能支払交付金への取り組

みを推進するとともに、相の沢牧野、通年預託施設を活用した酪農・肉用牛など畜産振興を図ることで、次代の担い手の

実

経

営基盤を強化し持続可能な農業経営体を育

項

成します。

・林業振興

 

については林産物の供

 

給や水源かん養のほか

 

、保健レクリエーショ

 

ン機能、二酸化炭素の

 

吸収による地球温暖化

 

防止機能や森林生物の

 

多様性などの多面的機

行

目

能の発揮を確保してい

令

けるよう、森林環境譲

和

与税等を活用した森林

2

の整備や松

くい虫被害

年

対策を推進します。

・

度

産直等との連携による

令

地産地消の推進につい

和

ては、学校給食への供

3

給などのほか、ＩＣＴ

年

を活用した産直のサー

計

度

ビス向上

や農商工連携

令

・異業種連携による６

和

次産業化、ブランド化

4

などの付加価値を高め

年

、各産直施設やたきざ

度

わキッチンの活用に

よ

令

る農産物の生産拡大と

和

地産地消の拡大により

5

生産者が生き生きと働

年

けるよう推進します。

画

度

基本計画期間内の取り

備

組みと方針のうち、令

 

和2年度の重点課題

農

 

政は農業基盤整備、施

 

設整備等の推進及び担

 

い手の明確化や直接支

 

払制度への取組を推進

 

します。林業について

 

は、森林

環境譲与税に

考

よる森林所有者の意向



  

の

目安の情報等の提供

農

意

林課

【滝沢市主体】

図や

事       業 

ね

      名 事業の

ら

意図やねらい（成果や

い

効果）

農畜産物価格安

（

定事業 生産者が、農協

成

・全農岩手県本部を通

果

じて出荷した青果物等

 

や

の価格が異常に低落

し

効

た場合に、補給金を交

果

付することによって、

）

生産者の経営に及ぼす

農

影響を緩和

するととも

業

に、青果物等の安定的

経

な生産振興及び需要調

営

整を行い、青果物等の

基

生

（義務的事業） 産と

盤

価格の安定を図ります

地

強

。

継続区分 会計・款・

化

項・目 令和2年度の事

資

業概要
(1)青果物等

金

価格安定事業継続 一般

利

・6款・1項・3目
・

子

指定野菜価格安定対策

補

事業（指定野菜事業）

給

事    業    

補

主    体 ・特定野

助

菜等供給産地育成価格

域

事

差補給事業（特定野菜

融

等育成事業）

農林課 ・

資

県単青果物等価格安定

機

事業（県単青果物等事

関

業）

【他団体事業主体

が

】 (2)ブロイラー価

農

格安定対策事業（ブロ

業

イラー価格安定基金補

者

填金）

（社）岩手県農

に

畜産物価格安定基金協

の

貸

会等 ※市支出金額等は

し

市場動向により変動

付け

事       業 

た

      名 事業の

農

意図やねらい（成果や

業

効果）

農業振興対策事

経

業 水田転作などの水田

営

農業を推進するための

基

滝沢市農業再生協議会

産

盤

の活動を支援し

ます。

強

（義務的事業）

継続区

化

分 会計・款・項・目 令

資

和2年度の事業概要
事

金

業実施にあたり、協議

の

会へ補助金を支払いま

融

す。継続 一般・6款・

通

1項・3目
・滝沢市農

を

業再生協議会補助金　

よ

3,810千円
事  

業

り

  業    主  

円

  体
農林課

【協働事

滑

業】

滝沢市農業再生協

に

議会

するた

め、市

が

が農業者に当該資金に

よ

係る利子補給を行うこ

り

とにより、農業者の効

政 活

率的か
業 つ安定的な農

性

業経営に資することが

化

できます。

（義務的事

し

業）

継続区分 会計・款

、

・項・目 令和2年度の

次

事業概要
農業者の効率

代

的かつ安定的な農業経

を

営の実現を図ることを

見

目的に、融資機関が農

据

継続 一般・6款・1項

策 え

・3目
業者に対して行

た

う農業経営基盤強化資

挑

金の融通をより円滑に

戦

するため、市が農業
事

を

    業    主

続

    体 者に当該資

け

金に係る利子補給を行

る

います。

農林課

【滝沢

ま

市主体】

ち

事    

　
 

   業      

基

 名 事業の意図やねら

本

い（成果や効果）

畜産

施

環境保全特別支援資金

策

利子補給補 融資機関が

　

資金を畜産業経営者等

０

に貸し付けた場合、市

３

が当該融資機関に対し

 

て

利子補給を行うこと

 

により、家畜排せつ物

　
 

の管理の適正化及び利

農

用の促進に関す
助事業

林

る法律に基づく家畜排

業

せつ物の適正管理等を

の

促進します。

（義務的

振

事業）

継続区分 会計・

興

款・項・目 令和2年度

と

の事業概要
家畜排せつ

担

物の管理の適正化及び

い

利用の促進に関する法

　
手

律に基づく家畜排せつ

の

物継続 一般・6款・1

支

項・3目
の適正管理等

援

を促進するため、融資

－

機関が資金を畜産業経

 

営者等に貸し付けた場

1

事    業    

5

主    体 合、市が

 

当該融資機関に対して

－

利子補給を行います。

０

農林課

【滝沢市主体】

事       業       名 事業の意図やねらい（成果や効果）

岩手の水田農業確立推進事業 市が（経営所得安定対策等推進事業実施要綱（平成27年４月９日付け2

３

6経営第35

69号農

事

林水産事務次官依命通

 

知）第２に定める地域

 

農業再生協議会の構成

 

員とし

て事業を行う場

 

合に限る。）が行う、

 

稲作や転作のビジョン

 

を推進する仕組みづ

く

 

りを支援します。

継続

業

区分 会計・款・項・目

 

 

令和2年度の事業概要

 

・滝沢市が構成員であ

 

る滝沢市農業再生協議

 

会が行う、稲作や転作

 

ビジョンを推継続 一般

 

・6款・1項・3目
進

 

する仕組みづくりの支

名

援
事    業   

事

 主    体 ・水田

業

農業者へ生産数量目標



令
令

○

考
○全体事業期間活 目

全

需給調整（平成30年

体

度から生産
  平成2

事

2年度～令和5年度調

業

整目安） 51.8 51

期

.8 51.8 51.8

間

動 単 位 ％
標

指

標 値 単 位

活

○特定財源
  直接支

目

払推進事業等助成金投

概

計 年度別事業費 15,

和

ね

240 3,810 3,

5

810 3,810 3,

年

810
  【県】(1

以

0/10)合
  資 内

内

特定財源 15,200

に

3,800 3,800

個

3,800 3,800

々

  画   指 訳 一般財

の

源 40 10 10 10 1

計

0
計

標 額 他団体事業負

2

画

担額

を達
  平成7年度

年

～令和5年度成できた

度

農業者の割合 100 1

～

00 100 100
動 単

令

位 ％
標

指

標 値 単 位 ○特

和

定財源
  農業経営基

5

盤強化資金利子補投 計

年

年度別事業費 178 8

和
度

2 39 31 26
  給

（

費補助金合
  【県】

単

（1/2以内）資 内 特

位

定財源 86 40 18 1

 

5 13
  画   指 訳

 

一般財源 92 42 21

千

16 13
計

標 額 他団体

円

事業負担額

）

－

2

 

項       

1

目 令和2年度 令和3年

6

度 令和4年度 令和5年

 

度 備       考

－

○全体事業期間活 目 資金融資を受けた農業者への利
  平成13年度～令和2年度子補給割合 100 0 0 0

動 単 位 ％
標

指

標 値 単 位 ○特

年

定財源
  畜産環境保全特別支援資金利投 計 年度別事業費 2 2
  子補給費補助金合
  【県】（1/2以内）資 内 特定財源 1 1
  画   指 訳 一般財源 1 1

計
標 額 他団体事業負担額

度

項       目 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 備       考
○全体事業期間活 目 主食用米生産数量
  平成16年度～令和5年度3,710,000 3,710,000 3,71

実

0,000 3,710,000
動 単 位 ㎏

標
指

項

標 値 単 位 ○特定財源
 

 

 岩手の水田農業確立

 

推進事業投 計 年度別事

 

業費 602 150 15

 

1 151 150
  費

 

補助金合
  【県】（

 

10/10以内）資 内

 

特定財源 597 147

行

目

150 150 150
 

令

 画   指 訳 一般財源

和

5 3 1 1
計

標 額 他団体

2

事業負担額

年度 令

項       

和

目 令和2年度 令和3年

3

度 令和4年度 令和5年

年

度 備       考

計

度

○全体事業期間活 目 農

令

畜産物価格の異常低落

和

時にお
  平成29年

4

度～令和5年度ける負

年

担金の支払い率 100

度

100 100 100
動

令

単 位 ％
標

指

標 値 単 位

投

和

計 年度別事業費 1,0

5

54 190 288 28

年

8 288
合

資 内 特定財

画

度

源
画

指 訳 一般財源 1,

備

054 190 288 2

 

88 288
計

標 額 他団

 

体事業負担額

   

項      

 

 目 令和2年度 令和3

 

年度 令和4年度 令和5

考

年度 備       



  

の

業経営
事    業 

意

   主    体 指

図

導マネージャーを設置

や

することにより、認定

ね

農業者の確保、育成活

ら

動を展開し

農林課 ます

い

。

【滝沢市主体】

（

事

成

       業  

果

     名 事業の意

 

や

図やねらい（成果や効

効

果）

認定農業者協議会

果

事業費補助事業 地域農

）

業の中核である認定農

グ

業者が組織する協議会

リ

に対し補助金を交付す

ー

ること

で、研修会及び

ン

交流会等による学習及

・

び情報交換等の実施、

ツ

相互に研鑽しあう仲

間

地

ー

づくり並びに農業経営

リ

改善支援センターを中

ズ

心とした関係機関との

ム

連携を実現

し、個々の

推

農業経営の安定及び地

進

域農業の振興に寄与し

事

ます。

継続区分 会計・

業

款・項・目 令和2年度

滝

の事業概要
滝沢市認定

沢

農業者協議会へ補助金

域

市

を交付し、認定農業者

の

相互の研鑽及び先進地

実

事継続 一般・6款・1

情

項・3目
例の研修、視

に

察、農業施策の学習会

即

等、様々な活動が実現

し

されることにより、地

て

事    業    

、

主    体 域農業の

グ

振興を図ります。

農林

の

リ

課

【協働事業】

滝沢市

ー

認定農業者協議会

ン

事

・

       業  

ツ

     名 事業の意

ー

図やねらい（成果や効

リ

果）

担い手支援育成補

ズ

助事業 転作田における

ム

小麦・大豆、および新

を

規需要米（輸出用米）

産

段

の作付者に対し、助

成

階

金を交付することによ

的

り作付け誘導と所得向

に

上につなげます。

継続

推

区分 会計・款・項・目

進

令和2年度の事業概要

す

対象農業者等の中で転

る

作田での小麦・大豆の

た

作付面積に対して10

め

a当たり1万円、継続

業

、

一般・6款・1項・3

必

目
輸出用米の取組面積

要

に対して10a当たり

な

5千円をそれぞれ上限

啓

として助成します。
事

発

    業    主

普

    体
農林課

【協

及

働事業】

新岩手農業協

、

同組合

情

が

報発信等の条件整備を

よ

関係機関・団体等が一

り

体となって実施し、農

政 活

山漁村と都市の交流等

性

による農山漁村地域の

化

活性化に資することを

し

目的としてい

ます。

継

、

続区分 会計・款・項・

次

目 令和2年度の事業概

代

要
体験インストラクタ

を

ー等への各種研修等の

見

案内等をしていきます

据

。また、市グリ継続 一

策 え

般・6款・1項・3目

た

ーン・ツーリズム推進

挑

協議会設立に伴い、活

戦

動の質の向上に繋がる

を

情報交換会や
事   

続

 業    主   

け

 体 研修会を開催しま

る

す。

農林課

【協働事業

ま

】

市グリーン・ツーリ

ち

ズム推進協議会

　
 

事 

基

      業   

本

    名 事業の意図

施

やねらい（成果や効果

策

）

農業担い手育成対策

　

事業 農業青年等の担い

０

手を対象として先進地

３

研修に派遣し、地域農

 

業の力強い後継者

とし

 

て育成するほか、岩手

　
 

県立農業大学校に係る

農

後援会会費を負担し、

林

次代を担

う農業者の確

業

保及び育成に寄与しま

の

す。

継続区分 会計・款

振

・項・目 令和2年度の

興

事業概要
農業青年等の

と

担い手を対象に、全国

担

各地より様々な経営体

い

が参集する全国農業担

　
手

継続 一般・6款・1項

の

・3目
い手サミット等

支

の集会へ派遣すること

援

で、地域農業の力強い

－

後継者として育成す
事

 

    業    主

1

    体 るほか、岩

7

手県立農業大学校に係

 

る後援会会費を負担し

－

、次代を担う農業者の

０

確

農林課 保及び育成を図ります。

【他団体事業主体】

岩手県立農業大学校後援会

事       業       名 事業の意図やねらい（成果や効果）

農業経営指導マネージャー設置事業 滝沢市農

３

業を担う農業経営者の

事

意向、農業経営に関す

 

る基本的条件を考慮し

 

、農

業経営改善計画の

 

自主的な作成や相互の

 

連携、農用地の利用集

 

積等を図り、農業

者等

 

が行う地域農業振興の

 

ための自主的な努力を

業

助長します。

継続区分

 

 

会計・款・項・目 令和

 

2年度の事業概要
主体

 

的に取り組む農業者が

 

作成する農業経営改善

 

計画を市が認定し、生

 

産方式及継続 一般・6

 

款・1項・3目
び経営

名

管理の合理化、農用地

事

の利用集積等への支援

業

を行います。また、農



令
令

○

財源 36,000 9,

全

000 9,000 9,

体

000 9,000
計

標

事

額 他団体事業負担額

業期間活 目 グ

和

リーン・ツーリズム旅

2

行者受
  平成10年

年

度～令和5年度入れ数

度

150 150 150 1

～

50
動 単 位 人

標
指

標 値

令

単 位

投 計 年度別事業費

和

74 2 24 24 24
合

5

資 内 特定財源
画

指 訳 一

年

般財源 74 2 24 24

和
度

24
計

標 額 他団体事業

（

負担額

単位 

項       目 令

 

和2年度 令和3年度 令

千

和4年度 令和5年度 備

円

       考
○全

）

体事業期間活 目 研修等

－

派遣人数
  平成21

2

 

年度～令和5年度5 5

1

5 5
動 単 位 人

標
指

標 値

8

単 位 ○特定財源
  市

 

町村振興交付金【その

－

他】投 計 年度別事業費 1,928 308 540 540 540
  合
  資 内 特定財源 1,750 250 500 500 500
  画   

年

指 訳 一般財源 178 58 40 40 40
計

標 額 他団体事業負担額

項       目 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 備       考
○全体事業期間

度

活 目 認定農業者数
  平成7年度～令和5年度180 180 180 180

動 単 位 人
標

指

標 値 単 位

投 計 年度別事業費 9,492 2,373 2,373 2,373 2,373
合

資 内 特定財源
画

指 訳 一般財源 9,492 2,373

実

2,373 2,373 2,373
計

標 額 他団

項

体事業負担額

   

項      

 

 目 令和2年度 令和3

 

年度 令和4年度 令和5

 

年度 備       

 

考
○全体事業期間活 目

行

目

協議会会員数（認定農

令

業者数）
  平成9年

和

度～令和5年度180

2

180 180 180
動

年

単 位 人
標

指

標 値 単 位

投

度

計 年度別事業費 2,0

令

00 500 500 50

和

0 500
合

資 内 特定財

3

源
画

指 訳 一般財源 2,

年

000 500 500 5

計

度

00 500
計

標 額 他団

令

体事業負担額

和4年

項      

度

 目 令和2年度 令和3

令

年度 令和4年度 令和5

和

年度 備       

5

考
○全体事業期間活 目

年

小麦・大豆の作付け面

画

度

積、新規
  平成16

備

年度～令和5年度需要

 

米（輸出用米）取組面

 

積 116 116 116

 

116
動 単 位 ha

標
指

 

標 値 単 位

投 計 年度別事

 

業費 36,000 9,

 

000 9,000 9,

 

000 9,000
合

資

考

内 特定財源
画

指 訳 一般



  

の

申請各農業団体

意

事 

図

      業   

や

    名 事業の意図

ね

やねらい（成果や効果

ら

）

災害に強い果樹経営

い

支援補助事業 防風対策

（

施設等整備への補助を

成

行うことにより、台風

果

等による被害抑止、園

 

や

地界

に植付されている

効

防風林の倒木や民家へ

果

の枝飛び等の防止、農

）

薬散布時の飛散防

止を

農

図ることで、農産物の

業

安定した生産や供給体

振

制の構築及び経営の向

興

上を図り

ます。

継続区

地

分 会計・款・項・目 令

域

和2年度の事業概要
果

地

整

樹共同防除組合を事業

備

実施主体とし、防風ネ

促

ット整備事業費・支柱

進

強化等整備継続 一般・

事

6款・1項・3目
費用

業

（強風被害を減少する

食

ため）の半額を補助し

料

ます。防風ネットにつ

の

いては新
事    業

安

    主    体

域

定

規整備を優先とします

供

が、現在設置されてい

給

るネットの機能向上も

及

対象とします

農林課 。

び

【協働事業】 ・補助率

生

：総事業費の市1/2

産

以内・残りについては

性

受益者負担

市内各果樹

の

共同防除組合

高

事  

の

い

     業    

農

   名 事業の意図や

業

ねらい（成果や効果）

経

農産物地域ブランド化

営

推進事業 ６次産業化、

の

農商工連携、地産地消

育

や地域ブランド化の推

成

進を目指し、市内で生

を

産される農産物の中か

基

ら滝沢ブランド品開発

産

本

、育成支援、宣伝活動

的

を行うことに

より、滝

な

沢産農産物の付加価値

目

を高め、併せて農業所

標

得の向上を図ります。

と

継続区分 会計・款・項

し

・目 令和2年度の事業

、

概要
・滝沢ブランド品

優

ＰＲのため、販売促進

良

用資材を購入します。

業

農

継続 一般・6款・1項

地

・3目
・滝沢市特産品

を

の各種ＰＲを実施し、

確

滝沢ブランドを確立さ

保

せます。
事    業

し

    主    体

つ

・滝沢ブランド品開発

つ

のため、加工品等開発

地

に係る各種支援を行い

域

ます。

農林課 ・イベン

が

の

ト等の開催による地産

実

地消の啓発活動を行い

情

ます。

【滝沢市主体】

を考慮し、農業

よ

上の土地利用と非農業

り

的土地利用との調

整に

政 活

留意して行なうもので

性

あり、農業近代化の条

化

件を備えた農用地区域

し

を保全・

形成し、農業

、

に関する投資を計画的

次

に推進します。

継続区

代

分 会計・款・項・目 令

を

和2年度の事業概要
・

見

個別農振除外案件の検

据

討継続 一般・6款・1

策 え

項・3目
・優良農地の

た

確保
事    業  

挑

  主    体
農林

戦

課

【滝沢市主体】

を

事

続

       業  

け

     名 事業の意

る

図やねらい（成果や効

ま

果）

中山間地域等直接

ち

支払交付金事業 中山間

　
 

地域等における耕作放

基

棄の発生を防止し、農

本

業・農村の有する多面

施

的機能

発揮の維持・促

策

進を図るため、多面的

　

機能発揮促進事業に係

０

る計画及び認定を受

け

３

た集落協定又は個別協

 

定に基づき農業生産活

 

動等を実施した農業者

　
 

等に対し交

付金を交付

農

し、自律的かつ持続的

林

な農業生産活動の体制

業

整備の強化を図ります

の

。

継続区分 会計・款・

振

項・目 令和2年度の事

興

業概要
耕作放棄地の増

と

加等により多面的機能

担

の低下が特に懸念され

い

ている中山間地域等継

　
手

続 一般・6款・1項・

の

3目
において、担い手

支

の育成等による農業生

援

産の維持を通じて多面

－

的機能を確保する
事 

 

   業    主 

1

   体 ことを目的に

9

、要件に合致する農業

 

生産活動を行う農業者

－

等に対し、交付金を交

０

農林課 付します。

【他団体事業主体】

姥屋敷集落

事       業       名 事業の意図やねらい（成果や効果）

農業生産管理用機械整備補助事業 農作物の生産振興を目指し、団体で行う農

３

業とその規模拡大時等

事

に必要となる生

産管理

 

用機械導入経費の補助

 

を行うことにより、農

 

業者の経営効率化・拡

 

大を図

ります。

継続区

 

分 会計・款・項・目 令

 

和2年度の事業概要
過

 

去の機器導入実績等を

業

検証したうえで、滝沢

 

 

農業振興地域整備計画

 

に基づき、継続 一般・

 

6款・1項・3目
県単

 

補助事業との調整を図

 

りながら、事業の継続

 

・縮小・拡大の方向性

 

を検討し
事    業

名

    主    体

事

ていきます。

農林課

【

業

他団体事業主体】

事業



令
令

○

～令和5年度11 11

全

12 12
動 単 位 回

標
指

体

標 値 単 位 ○特定財源
 

事

 市町村振興交付金【

業

その他】投 計 年度別事

期

業費 16,255 3,

間

445 4,270 4,

活

270 4,270
  

目

合
  資 内 特定財源 8

農

,026 2,026 2

和

振

,000 2,000 2

地

,000
  画   指

域

訳 一般財源 8,229

内

1,419 2,270

優

2,270 2,270

良

計
標 額 他団体事業負担

農

額

地率
 

2

 昭和47年度～令和

年

5年度50.8 50.

度

8 50.8 50.8
動

～

単 位 ％
標

指

標 値 単 位

投

令

計 年度別事業費 3,4

和

92 26 40 3,40

5

0 26
合

資 内 特定財源

年

画
指 訳 一般財源 3,4

和
度

92 26 40 3,40

（

0 26
計

標 額 他団体事

単

業負担額

位  

項       目

千

令和2年度 令和3年度

円

令和4年度 令和5年度

）

備       考
○

－

全体事業期間活 目 交付

2

 

金交付対象区域内にお

2

ける
  平成13年度

0

～令和5年度耕作面積

 

74,346 74,3

－

46 74,346 74,346
動 単 位 m2

標
指

標 値 単 位 ○特定財源
  中山間地域等直接支払交付金投 計 年度別事業費 6,248 1,

年

562 1,562 1,562 1,562
  【県】（2/3以内）合
  資 内 特定財源 4,160 1,040 1,040 1,040 1,040
  画   指 訳 一般財源 2,088 522 522 522 522

計
標 額 他団体事業

度

負担額

項       目 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 備       考
○全体事業期間活 目 農業団体等から申請のあった補
  平成20年度～

実

令和5年度助対象事業に対する事業実施数 3

項

3 3 3
動 単 位 件

標
指

標

 

値 単 位

投 計 年度別事業

 

費 7,234 1,83

 

4 1,800 1,80

 

0 1,800
合

資 内 特

 

定財源
画

指 訳 一般財源

 

7,234 1,834

 

1,800 1,800

行

目

1,800
計

標 額 他団

令

体事業負担額

和2年

項      

度

 目 令和2年度 令和3

令

年度 令和4年度 令和5

和

年度 備       

3

考
○全体事業期間活 目

年

申請件数
  平成22

計

度

年度～令和5年度2 2

令

2 2
動 単 位 件

標
指

標 値

和

単 位

投 計 年度別事業費

4

4,089 1,089

年

1,000 1,000

度

1,000
合

資 内 特定

令

財源
画

指 訳 一般財源 4

和

,089 1,089 1

5

,000 1,000 1

年

,000
計

標 額 他団体

画

度

事業負担額

備  

項       

 

目 令和2年度 令和3年

 

度 令和4年度 令和5年

 

度 備       考

 

○全体事業期間活 目 イ

 

ベント等での宣伝活動

考

回数
  平成29年度



  

の

する地域ぐるみ農業の

意

推進により、収益性・

図

効率の高い地域農業の

や

確立を

目指します。

継

ね

続区分 会計・款・項・

ら

目 令和2年度の事業概

い

要
３戸以上の農業者か

（

らなる、農業団体に対

成

し、農業機器・農業用

果

施設等を県1/3継続

 

や

一般・6款・1項・3

効

目
・市1/6の補助率

果

で補助を行い、農業経

）

営基盤の確立、強化・

環

地元農業者による
事 

境

   業    主 

保

   体 「地域ぐるみ

全

農業」の具現化を目指

型

します。農機具・農業

農

施設は非常に即効性の

地

業

農林課 ある機器・施設

直

であり、事業目的を即

接

効的に実現していきま

支

す。過去の同類事業

【

払

他団体事業主体】 によ

交

る導入機器・施設台帳

付

をもとに効率的な事業

金

申請の受け付けを行う

事

ものとし

新岩手農業協

業

同組合等 ます。

域

新

事 

た

      業   

な

    名 事業の意図

食

やねらい（成果や効果

料

）

多面的機能支払事業

・

国土保全、水源涵養、

農

景観形成等の多面的機

業

能を有する農業・農村

・

において、多

面的機能

農

の発揮のための地域活

の

村

動や営農の継続等に対

基

して支援を行い、多面

本

的機

能が今後とも適切

計

に発揮されるようにす

画

るとともに、担い手の

に

育成等構造改革を

後押

基

しします。

継続区分 会

づ

計・款・項・目 令和2

き

年度の事業概要
農業の

、

多面的機能の維持・発

産

地

揮のための組織活動な

球

どに対し、制度に基づ

温

き交付継続 一般・6款

暖

・1項・3目
金を交付

化

します。
事    業

防

    主    体

止

農林課

【滝沢市主体】

及び

事       業

生

       名 事業

業

物

の意図やねらい（成果

多

や効果）

農地中間管理

様

事業 農地の有効利用と

性

農業の効率化を進める

保

ため、地域農業の担い

全

手等中心経営体と

なる

に

農業者に対し、農地中

効

間管理事業を活用して

果

農地の集積・集約化を

の

進めます

。

継続区分 会

が

高

計・款・項・目 令和2

い

年度の事業概要
農地所

営

有者や農地借受希望者

農

に対し、農地中間管理

活

事業の周知と誘引を行

動

い、農継続 一般・6款

の

・1項・3目
地の集積

普

・集約化を促進します

及

。また、制度に基づき

拡

、経営転換協力金など

よ

大

の協
事    業  

を

  主    体 力金

図

を交付します。

農林課

る

【滝沢市主体】

ため、農業者

り

等が地球温暖化防止を

政 活

目的

とした、農地土壌

性

への炭素貯留に効果の

化

高い営農活動や生物多

し

様性保全に効果の

高い

、

営農活動を取り組む場

次

合に、交付金を交付す

代

ることで支援を行いま

を

す。

継続区分 会計・款

見

・項・目 令和2年度の

据

事業概要
新たな食料・

策 え

農業・農村基本計画に

た

基づき、地球温暖化防

挑

止及び生物多様性保全

戦

継続 一般・6款・1項

を

・3目
に効果の高い営

続

農活動の普及拡大を図

け

るため、農業者等が地

る

球温暖化防止を目的
事

ま

    業    主

ち

    体 とした、農

　
 

地土壌への炭素貯留に

基

効果の高い営農活動や

本

生物多様性保全に効果

施

の

農林課 高い営農活動

策

を取り組む場合に、交

　

付金を交付することで

０

支援を行います。

【滝

３

沢市主体】

 

事   

 

    業     

　
 

  名 事業の意図やね

農

らい（成果や効果）

新

林

規就農対策事業 次世代

業

を担う農業者となるこ

の

とを志向する者に対し

振

て、その就農直後の経

興

営確立

に資する農業次

と

世代人材投資資金を交

担

付することで、青年の

い

早期の経営安定及び

就

　
手

農の定着を図り、持続

の

可能な農業を実現しま

支

す。

継続区分 会計・款

援

・項・目 令和2年度の

－

事業概要
滝沢市農業次

 

世代人材投資資金の新

2

規申請者及び継続申請

1

者への農業次世代人材

 

継続 一般・6款・1項

－

・3目
投資資金の交付

０

に加え、申請者が作成した収支計画等に基づき、農業経営指導マ
事    業    主    体 ネージャーを中心に盛岡農業改良普及センター等の関係機関と連携し、営農指導

農林課 を行います。また、盛岡広域振興局

３

及び盛岡農業改良普及

事

センター等関係機関と

 

【滝沢市主体】 連携し

 

、情報共有を図りなが

 

ら、新規就農者の継続

 

的確保に努めます。

  

事       業 

 

      名 事業の

業

意図やねらい（成果や

 

 

効果）

いわて地域農業

 

マスタープラン実践支

 

農業をめぐる情勢が急

 

激に変化している中で

 

、農業生産基盤を確固

 

たるものとす

るために

 

、地域農業を担う意欲

名

ある担い手を育成する

事

とともに、これら担い

業

手を
援補助事業 中心と



令
令

○

面的機能支払交付金投

全

計 年度別事業費 87,

体

239 19,739 2

事

0,500 22,50

業

0 24,500
  【

期

県】（75％）、地域

間

整備特合
  別対策事

活

業基金繰入金【その資

目

内 特定財源 78,56

取

0 17,210 18,

和

組

950 20,450 2

を

1,950
  他】画

行

  指 訳 一般財源 8,

っ

679 2,529 1,

て

550 2,050 2,

い

550
計

標 額 他団体事

る

業負担額

農地の

項       目

2

面

令和2年度 令和3年度

積

令和4年度 令和5年度

 

備       考
○

 

全体事業期間活 目 農地

平

中間管理事業による農

成

地の
  平成26年度

2

～令和5年度貸借件数

3

5 5 5 5
動 単 位 件

標
指

年

標 値 単 位 ○特定財源
 

度

 機構集積協力金交付

年

～

事業補助投 計 年度別事

令

業費 7,167 2,5

和

25 2,434 1,1

5

04 1,104
  金

年

【県】（10/10）

度

合
  農地中間管理事

3

業収入【その資 内 特定

2

財源 6,020 2,1

9

70 2,170 840

3

840
  他】（10

度

2

/10）画   指 訳 一

9

般財源 1,147 35

3

5 264 264 264

2

計
標 額 他団体事業負担

9

額

329
動 単

～

位 ａ
標

指

標 値 単 位 ○特

令

定財源
  環境保全型

和

農業直接支払交付投 計

5

年度別事業費 1,05

年

6 264 264 264

和
度

264
  金【県】（

（

3/4）合
  資 内 特

単

定財源 788 197 1

位

97 197 197
  

 

画   指 訳 一般財源 2

 

68 67 67 67 67

千

計
標 額 他団体事業負担

円

額

）

－

項 

2

 

      目 令和2

2

年度 令和3年度 令和4

2

年度 令和5年度 備  

 

     考
○全体事

－

業期間活 目 認定新規就農者数
  平成25年度～令和5年度9 9 9 9

動 単 位 経営体
標

指

標 値 単 位 ○特定財源
  いわてニューファーマ

年

ー支援投 計 年度別事業費 73,425 17,910 18,505 18,505 18,505
  事業〔農業次世代人材投資資合
  金（経営開始型）〕【県】（資 内 特定財源 72,680 17,600 18,360 18,3

度

60 18,360
  10/10）画   指 訳 一般財源 745 310 145 145 145

計
標 額 他団体事業負担額

項       目 令和2年度 令和3年度 令和4

実

年度 令和5年度 備       考
○全体事

項

業期間活 目 単年度補助

 

申請件数分の全件数
 

 

 平成25年度～令和

 

5年度の補助導入実現

 

1 1 1 1
動 単 位 件

標
指

 

標 値 単 位 ○特定財源
 

 

 いわて地域農業マス

 

タープラ投 計 年度別事

行

目

業費 22,000 10

令

,000 4,000 4

和

,000 4,000
 

2

 ン実践支援事業費補

年

助金合
  【県】（1

度

/3以内）資 内 特定財

令

源 14,664 6,6

和

66 2,666 2,6

3

66 2,666
  画

年

  指 訳 一般財源 7,

計

度

336 3,334 1,

令

334 1,334 1,

和

334
計

標 額 他団体事

4

業負担額 22,000

年

10,000 4,00

度

0 4,000 4,00

令

0

和5

項 

年

      目 令和2

画

度

年度 令和3年度 令和4

備

年度 令和5年度 備  

 

     考
○全体事

 

業期間活 目 多面的機能

 

発揮等のための事業
 

 

 平成26年度～令和

 

5年度取組面積 800

 

900 900 1,00

 

0
動 単 位 ｈａ

標
指

標 値

考

単 位 ○特定財源
  多



  

の

全な経営の促進を図り

意

ます。

継続区分 会計・

図

款・項・目 令和2年度

や

の事業概要
畜産･酪農

ね

家の経営に対する必要

ら

な経費に対して、総合

い

的に補助することによ

（

り継続 一般・6款・1

成

項・4目
、経営の安定

果

化と維持促進を図りま

 

や

す。
事    業  

効

  主    体 ・酪

果

農経営体質強化推進事

）

業

農林課 　酪農ヘルパ

担

ー利用、生乳検査実施

い

に伴う助成

【他団体事

手

業主体】 ・肉用牛受精

確

卵移植事業

新岩手農協

保

・岩中酪農協・岩手花

・

平農協 　受精卵移植に

地

経

よる肉用牛（黒毛和種

営

）の個体能力の高い母

強

牛生産に対する助成

化支

事       業 

援

      名 事業の

事

意図やねらい（成果や

業

効果）

畜産振興総合対

滝

策推進指導補助事業 畜

沢

産経営の合理化を図る

域

市

ため、牛群検定を実施

に

し、優良乳用雌牛群の

お

選抜確保等

飼養改善を

け

図り、効率的で生産性

る

の高い畜産経営体を支

農

援します。

継続区分 会

業

計・款・項・目 令和2

の

年度の事業概要
岩手県

担

畜産振興総合対策推進

い

指導事業実施要領・要

の

手

綱等に基づき実施され

に

る乳用継続 一般・6款

補

・1項・4目
牛群検定

助

普及定着化事業に対し

す

補助金を交付します。

る

事    業    

こ

主    体 ・畜産振

と

興総合対策推進指導事

で

業費補助金410千円

、

農林課

【他団体事業主

産

滝

体】

岩手花平農協

沢市の農業作物生産

業

力向上と

農業所得の向

が

上につなげます。

継続

よ

区分 会計・款・項・目

り

令和2年度の事業概要

政 活

補助申請者へ農業機械

性

に対する補助金を交付

化

することで、市の農業

し

生産物の高品新規 一般

、

・6款・1項・3目
質

次

化と出荷量の増加を推

代

進します。
事    

を

業    主    

見

体 トラクター導入　１

据

台

農林課

【他団体事業

策 え

主体】

事業主体

た

事 

挑

      業   

戦

    名 事業の意図

を

やねらい（成果や効果

続

）

相の沢牧野管理事業

け

畜産農家が牧野を活用

る

することにより、排せ

ま

つ物処理や飼養管理に

ち

係る労働力な

ど経費の

　
 

節減を図ることができ

基

ます。

継続区分 会計・

本

款・項・目 令和2年度

施

の事業概要
・5月から

策

10月は牛・馬を対象

　

に夏期放牧を行います

０

。継続 一般・6款・1

３

項・4目
・11月から

 

翌年度4月は乳用牛（

 

育成牛）を対象に冬期

　
 

預託施設で舎飼を行い

農

ま
事    業   

林

 主    体 す。

農

業

林課 ・放牧地の草地更

の

新を随時行います。

【

振

滝沢市主体】

興

事  

と

     業    

担

   名 事業の意図や

い

ねらい（成果や効果）

　
手

畜産共進会事業 優良な

の

家畜を一堂に集め審査

支

を行い、家畜の改良増

援

殖と飼養管理技術の改

－

善を促

進し、畜産農家

 

相互の研鑚と意欲の向

2

上を図り、畜産振興に

3

寄与します。

継続区分

 

会計・款・項・目 令和

－

2年度の事業概要
・滝

０

沢・雫石連合畜産共進会負担金（7月頃開催）300千円継続 一般・6款・1項・4目
・岩手県畜産共進会（8月下旬頃開催）副賞交付

事    業    主    体 ・農用1才馬共進会（10月頃開催）副賞・賞状交

３

付

農林課 ・新岩手農協

事

共励会副賞交付

【協働

 

事業】 ・岩手花平農協

 

共進会副賞交付

新岩手

 

農協・岩中酪農協・岩

 

手花平農協 ・岩中酪農

 

協共進会副賞交付ほか

  

事       業

業

       名 事業

 

 

の意図やねらい（成果

 

や効果）

畜産環境改善

 

支援補助事業 畜産を取

 

り巻く諸情勢の中、酪

 

農ヘルパーの利用促進

 

や初産牛出産時の危険

 

回避

のための受精卵移

名

植などを行い、効率的

事

で生産性の高い経営体

業

の育成とゆとりあ

る健



令
令

○

度 令和4年度 令和5年

全

度 備       考

体

○全体事業期間活 目 検

事

定参加農家数
  平成

業

18年度～令和5年度

期

21 21 20 20
動 単

間

位 戸
標

指

標 値 単 位 ○特

活

定財源
  岩手県畜産

目

振興総合対策推進投 計

農

年度別事業費 1,61

和

業

0 410 400 400

者

400
  指導事業費

か

補助金合
  【県】資

ら

内 特定財源 1,610

申

410 400 400 4

請

00
  画   指 訳 一

の

般財源
計

標 額 他団体事

あ

業負担額

った

2

補助対
  令和2年度

年

～令和2年度象事業に

度

対する事業実施数 1 0

～

0 0
動 単 位 件

標
指

標 値

令

単 位 ○特定財源
  担

和

い手確保・経営強化支

5

援事投 計 年度別事業費

年

11,515 11,5

和
度

15
  業費補助金【

（

県】（10/10）合

単

  資 内 特定財源 11

位

,515 11,515

 

  画   指 訳 一般財

 

源 <新規事業>計
標 額

千

他団体事業負担額

円）

－

項    

2

 

   目 令和2年度 令

2

和3年度 令和4年度 令

4

和5年度 備     

 

  考
○全体事業期間

－

活 目 家畜の放牧延べ頭数
  昭和40年度～令和5年度120,000 120,000 120,000 120,000

動 単 位 頭
標

指

標

年

値 単 位 ○特定財源
  牧野使用料【その他】投 計 年度別事業費 253,798 64,798 63,000 63,000 63,000
  牧野占用料【その他】合
  牧草売払収入【その他】資 内 特定財源 163,579 43

度

,579 40,000 40,000 40,000
  画   指 訳 一般財源 90,219 21,219 23,000 23,000 23,000

計
標 額 他団体事業負担額

実

項       目 令和2年度 令和3年度

項

令和4年度 令和5年度

 

備       考
○

 

全体事業期間活 目 出品

 

頭数
  平成16年度

 

～令和5年度40 40

 

40 40
動 単 位 頭

標
指

 

標 値 単 位

投 計 年度別事

 

業費 1,622 563

行

目

353 353 353
合

令

資 内 特定財源
画

指 訳 一

和

般財源 1,622 56

2

3 353 353 353

年

計
標 額 他団体事業負担

度

額

令和

項 

3

      目 令和2

年

年度 令和3年度 令和4

計

度

年度 令和5年度 備  

令

     考
○全体事

和

業期間活 目 酪農ヘルパ

4

ー利用回数
  平成5

年

年度～令和5年度80

度

0 800 800 800

令

動 単 位 回
標

指

標 値 単 位

和

投 計 年度別事業費 22

5

,000 5,500 5

年

,500 5,500 5

画

度

,500
合

資 内 特定財

備

源
画

指 訳 一般財源 22

 

,000 5,500 5

 

,500 5,500 5

 

,500
計

標 額 他団体

 

事業負担額

   

項       

考

目 令和2年度 令和3年



  

の

体】

岩手県

意

事   

図

    業     

や

  名 事業の意図やね

ね

らい（成果や効果）

土

ら

地改良施設維持管理事

い

業 市が所有する土地改

（

良施設（農道）等を適

成

正に管理するとともに

果

、市内の土地改

良施設

 

や

の管理者等に対して指

効

導・助言等を行うこと

果

により、その機能を適

）

切に維

持します。

対象

畜

施設：農道上郷第２線

産

他

継続区分 会計・款・

競

項・目 令和2年度の事

争

業概要
農道上郷第２線

力

を対象に次の事業を行

強

います。継続 一般・6

地

化

款・1項・5目
・定期

整

巡回等管理業務、冬季

備

の除雪業務
事    

補

業    主    

助

体 ・その他必要とする

事

維持補修工事、法面除

業

草業務等の実施

農林課

畜

・道路賠償責任保険保

産

険料、賠償補償金

【滝

・

沢市主体】 農地水路等

域

酪

長寿命化、防災減災事

農

業を実施します。

・防

の

災重点ため池（沼森た

生

め池）廃止事業の実施

産

（設計業務、工事）

コス

事       業 

ト

      名 事業の

の

意図やねらい（成果や

軽

効果）

県営農村災害対

の

減

策整備事業 国営造成施

・

設管理体制整備促進事

飼

業「岩手山麓地域」の

養

末端受益500haに

規

ついて

、県営農村災害

模

対策整備事業で整備す

の

ることにより末端まで

拡

の完了を目指すもの

で

大

あり、より効率的で安

を

定した維持管理システ

産

行

ムの構築が期待できま

い

す。

（義務的事業）

継

、

続区分 会計・款・項・

畜

目 令和2年度の事業概

産

要
県が実施する主幹線

物

水路等の整備事業の実

の

施を支援し、滝沢市に

付

係る事業費を負継続 一

加

般・6款・1項・5目

価

担します。
事    

業

値

業    主    

向

体
農林課

【他団体事業

上

主体】

岩手県

や需要創出等を

が

進めるために生産基盤

よ

の整備を図ります。

継

り

続区分 会計・款・項・

政 活

目 令和2年度の事業概

性

要
要望無しのため、今

化

年度の事業実施予定は

し

ありません。継続 一般

、

・6款・1項・4目

事

次

    業    主

代

    体
農林課

【他

を

団体事業主体】

畜産ク

見

ラスター協議会等

据

事

策 え

       業  

た

     名 事業の意

挑

図やねらい（成果や効

戦

果）

基幹水利施設管理

を

事業 本市の水田農業を

続

支える岩手山麓開拓建

け

設事業で造成された岩

る

洞ダム農業用水路

の基

ま

幹的な水利施設部分の

ち

計画的な管理事業に対

　
 

し、その事業費の負担

基

を行うこ

とで、継続的

本

な維持管理の結果、農

施

業用水の安定供給、農

策

業生産の安定化を図り

　

ます。

継続区分 会計・

０

款・項・目 令和2年度

３

の事業概要
岩洞ダム（

 

農業負担分）及び基幹

 

的な水路（岩洞第２発

　
 

電所～導水路～南北分

農

水継続 一般・6款・1

林

項・5目
工～東部分水

業

工）の維持管理事業に

の

対する事業費の一部負

振

担を行います。
事  

興

  業    主  

と

  体 ・基幹水利施設

担

管理事業費負担金

農林

い

課

【他団体事業主体】

　
手

岩手県（岩手山麓土地

の

改良区へ管理委託）

支援

事       業 

－

      名 事業の

 

意図やねらい（成果や

2

効果）

国営造成施設管

5

理体制整備促進事業 国

 

営事業で造成された土

－

地改良施設の維持管理

０

費用のうち、多面的機能に相当す

る分の費用を支援することにより土地改良施設の持つ機能を持続的に発揮のほか

、地域住民等との施設維持管理に係るアドプト協定を締結し身近な施設の住民主

体の効率的な維持管理システ

３

ムの構築が期待できま

事

す。

継続区分 会計・款

 

・項・目 令和2年度の

 

事業概要
土地改良施設

 

等の係る啓発普及活動

 

、地域住民との協働事

 

業（推進活動事業）、

 

継続 一般・6款・1項

 

・5目
施設管理費に対

業

する多面的機能分に相

 

 

当する補助金交付事業

 

（強化支援事業）、
事

 

    業    主

 

    体 施設の寿命

 

を伸ばすための施設の

 

補修事業（予防保全事

 

業）等を実施します。

名

農林課 ・国営造成施設

事

維持管理適正化事業費

業

負担金

【他団体事業主



令
令

○

財源 1,386 309

全

359 359 359
計

体

標 額 他団体事業負担額

事業期

項  

間

     目 令和2年

活

度 令和3年度 令和4年

目

度 令和5年度 備   

酪

    考
○全体事業

和

農

期間活 目 事業進捗率
 

農

 平成26年度～令和

家

4年度45 70 100

戸

0
動 単 位 ％

標
指

標 値 単

数

位 ○特定財源
  公共

 

事業等債【その他】、

 

一投 計 年度別事業費 3

平

7,176 1,976

成

17,600 17,6

2

00
  般補助施設整

2

7

備等債【その他合
  

年

】資 内 特定財源 33,

度

300 1,700 15

～

,800 15,800

令

  画   指 訳 一般財

和

源 3,876 276 1

5

,800 1,800
計

年

標 額 他団体事業負担額

度

1,147,200 3

6

82,400 382,

年

0

400 382,400

60 60 60
動 単 位

度

戸
標

指

標 値 単 位 ○特定

～

財源
  畜産競争力強

令

化整備事業費補投 計 年

和

度別事業費 90,00

5

0 30,000 30,

年

000 30,000
 

和
度

 助金【県】10/1

（

0合
  資 内 特定財源

単

90,000 30,0

位

00 30,000 30

 

,000
  画   指

 

訳 一般財源
計

標 額 他団

千

体事業負担額

円）

－

項      

2

 

 目 令和2年度 令和3

2

年度 令和4年度 令和5

6

年度 備       

 

考
○全体事業期間活 目

－

岩洞ダム農業用水供給量
  平成13年度～令和5年度66,460,000 66,460,000 66,460,000 66,46

年

0,000
動 単 位 立方ﾒｰﾄﾙ

標
指

標 値 単 位

投 計 年度別事業費 3,783 933 950 950 950
合

資 内 特定財源
画

指 訳 一般財源 3,783 933 950 950 950
計

標 額 他団体事業負担額 67,679 16,679 1

度

7,000 17,000 17,000

項       目 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 備       考
○全体事業期間活 目 地域住民との施設維

実

持管理協定
  平成13年度～令和5年度締

項

結数 11 11 11 11

 

動 単 位 箇所（累計）
標

 

指

標 値 単 位

投 計 年度別

 

事業費 4,675 1,

 

075 1,200 1,

 

200 1,200
合

資

 

内 特定財源
画

指 訳 一般

 

財源 4,675 1,0

行

目

75 1,200 1,2

令

00 1,200
計

標 額

和

他団体事業負担額 66

2

,538 15,538

年

17,000 17,0

度

00 17,000

令和3

項    

年

   目 令和2年度 令

計

度

和3年度 令和4年度 令

令

和5年度 備     

和

  考
○全体事業期間

4

活 目 農道上郷第２線に

年

おける除草等
  平成

度

13年度～令和5年度

令

維持作業、除雪作業 7

和

7 7 7
動 単 位 回（日）

5

標
指

標 値 単 位 ○特定財

年

源
  農業水路等長寿

画

度

命化・防災減投 計 年度

備

別事業費 16,390

 

15,310 360 3

 

60 360
  殺事業

 

費補助金【県】総合賠

 

合
  10/10、償

 

補償保険金【その資 内

 

特定財源 15,004

 

15,001 1 1 1
 

考

 他】画   指 訳 一般



  

の

林課

【滝沢市主体】

意図

事       業 

や

      名 事業の

ね

意図やねらい（成果や

ら

効果）

有害鳥獣防護柵

い

設置補助事業 カラス・

（

ツキノワグマ・イノシ

成

シ・ニホンジカ等、有

果

害鳥獣による農作物被

 

や

害と

農作業等における

効

人身被害の防止を図り

果

ます。

継続区分 会計・

）

款・項・目 令和2年度

滝

の事業概要
・電気柵設

沢

置補助　6基　補助率

市

1/2以下、1基あた

土

り60千円を上限とし

地

て補助を継続 一般・6

改

款・2項・1目
実施し

地

良

ます。
事    業 

補

   主    体 ・

助

有害鳥獣の追払い、捕

事

獲を実施します。

農林

業

課

【協働事業】

市内外

農

関係農協等

地のほ場

域

整備、用排水路の整備

の

などの土地改良事業を

産

国庫補助事業等により

業

実

施する場合に、市補

が

助金を交付します。補

よ

助金交付により受益者

り

負担が軽減され

るとと

政 活

もに、施設の整備促進

性

による施設機能が維持

化

向上、農業生産の安定

し

化、維

持管理の効率化

、

が期待できます。

継続

次

区分 会計・款・項・目

代

令和2年度の事業概要

を

各土地改良区の実施す

見

る土地改良事業に対し

据

、滝沢市土地改良事業

策 え

補助金を交付継続 一般

た

・6款・1項・5目
し

挑

ます。
事    業 

戦

   主    体 ※

を

当年度該当案件無し。

続

農林課

【他団体事業主

け

体】

土地改良区等

る

事

ま

       業  

ち

     名 事業の意

　
 

図やねらい（成果や効

基

果）

市有林整備事業 市

本

有林・分収林の整備を

施

通じ、財産的価値及び

策

森林の持つ多面的機能

　

の発揮の向

上を図るた

０

め、適正管理等を行い

３

ます。

継続区分 会計・

 

款・項・目 令和2年度

 

の事業概要
・市有林・

　
 

分収林整備（15ha

農

）継続 一般・6款・2

林

項・1目
・森林病害虫

業

駆除
事    業  

の

  主    体
農林

振

課

【滝沢市主体】

興

事

と

       業  

担

     名 事業の意

い

図やねらい（成果や効

　
手

果）

民有林森林保全整

の

備補助事業 低迷を続け

支

る林業経営に意欲を持

援

たせ、適正な森林体系

－

の確立と森林施業の推

 

進

を図り、また、山林

2

所有者の自己負担を軽

7

減するため、造林、除

 

間伐及び枝打ち

等森林

－

整備を実施した場合に

０

補助を行います。

継続区分 会計・款・項・目 令和2年度の事業概要
造林、間伐、除伐、枝打等の森林保全整備事業の実施に対し、補助金を交付しま継続 一般・6款・2項・1目
す。

事    業    主    体
農林課

３

【滝沢市主体】

事

事 

 

      業   

 

    名 事業の意図

 

やねらい（成果や効果

 

）

林道等維持管理事業

 

林道の維持修繕及び除

 

雪等適正管理を行い、

 

林道の機能と役割を維

業

持します。

継続区分 会

 

 

計・款・項・目 令和2

 

年度の事業概要
・定期

 

巡回、維持修繕、敷砂

 

利、除雪業務継続 一般

 

・6款・2項・1目
・

 

岩手県治山林道協会費

 

　5千円
事    業

名

    主    体

事

・道路賠償責任保険　

業

保険料、賠償補償金

農



令
令

○

計
標 額 他団体事業負担

全

額

体事

項 

業

      目 令和2

期

年度 令和3年度 令和4

間

年度 令和5年度 備  

活

     考
○全体事

目

業期間活 目 農作物被害

期

額
  平成21年度～

和

間

令和5年度430 41

中

5 400 385
動 単 位

の

千円
標

指

標 値 単 位

投 計

施

年度別事業費 1,44

設

0 360 360 360

改

360
合

資 内 特定財源

修

画
指 訳 一般財源 1,4

率

40 360 360 36

 

0 360
計

標 額 他団体

 

事業負担額

2

平成12年度～令和5

年

年度100 100 10

度

0 100
動 単 位 ％

標
指

～

期間中の当該年度にお

令

ける事業
対象箇所数 0

和

1 1 1
標 値 単 位 箇所

投

5

計 年度別事業費 3,0

年

00 1,000 1,0

和
度

00 1,000
合

資 内

（

特定財源
画

指 訳 一般財

単

源 3,000 1,00

位

0 1,000 1,00

 

0
計

標 額 他団体事業負

 

担額 12,000 4,

千

000 4,000 4,

円

000

）

－

2

 

項       目 令

2

和2年度 令和3年度 令

8

和4年度 令和5年度 備

 

       考
○全

－

体事業期間活 目 市有林・分収林の整備
  平成29年度～令和5年度15 15 15 15

動 単 位 ha
標

指

標 値 単 位 ○特定財源
  造林事

年

業費補助金【県】（75投 計 年度別事業費 22,488 5,697 5,597 5,597 5,597
  ％以内）、地域整備特別対策合
  事業基金繰入金【その他】、資 内 特定財源 19,339 4,846 4,831 4,

度

831 4,831
  市有林貸付収入【その他】画   指 訳 一般財源 3,149 851 766 766 766

計
標 額 他団体事業負担額

項       目 令和2年度

実

令和3年度 令和4年度 令和5年度 備    

項

   考
○全体事業期

 

間活 目 民有林の森林施

 

業面積
  平成30年

 

度～令和5年度53 5

 

3 53 53
動 単 位 ha

 

標
指

標 値 単 位

投 計 年度

 

別事業費 6,264 1

 

,566 1,566 1

行

目

,566 1,566
合

令

資 内 特定財源
画

指 訳 一

和

般財源 6,264 1,

2

566 1,566 1,

年

566 1,566
計

標

度

額 他団体事業負担額

令和3

項   

年

    目 令和2年度

計

度

令和3年度 令和4年度

令

令和5年度 備    

和

   考
○全体事業期

4

間活 目 維持修繕工事等

年

（敷き砂利を含
  平

度

成21年度～令和5年

令

度む） 6 6 6 6
動 単 位

和

回（件）
標

指 除雪業務

5

8 8 8 8
標 値 単 位 回（

年

日） ○特定財源
  総

画

度

合賠償補償保険金【そ

備

の他投 計 年度別事業費

 

12,146 3,03

 

5 3,037 3,03

 

7 3,037
  】合

 

  資 内 特定財源 4 1

 

1 1 1
  画   指 訳

 

一般財源 12,142

 

3,034 3,036

考

3,036 3,036



  

の

山林をはじめとする森

意

林の保全管

理及び山村

図

地域の活性化に資する

や

取組の促進を図ります

ね

。
業

継続区分 会計・款

ら

・項・目 令和2年度の

い

事業概要
森林の有する

（

多面的機能を発揮させ

成

るための保全活動及び

果

山村地域の活性化に資

 

や

継続 一般
する取組に対

効

し補助金を交付します

果

。
事    業   

）

 主    体
農林課

特

【他団体事業主体】

い

用

わて里山再生地域協議

林

会

小     

産

          

施

          

設

    計

地

体制整備補助事業 東日

域

本大震災からの早期復

の

興のため、きのこ原木

産

等生産資材の新規導入

業

補助を図

ることで、特

が

用林産物である原木し

よ

いたけの生産拡大につ

り

なげます。

継続区分 会

政 活

計・款・項・目 令和2

性

年度の事業概要
安全安

化

心な生産物を消費者に

し

提供する環境の構築と

、

、生産者の経営安定の

次

ため生継続 一般・6款

代

・2項・1目
産資材の

を

導入に対する補助を実

見

施します。
事    

据

業    主    

策 え

体 ・収穫量計画　生し

た

いたけ4,733kg

挑

、乾しいたけ2,12

戦

7kg

農林課

【他団体

を

事業主体】

岩手山しい

続

たけ生産企業組合

け

事

る

       業  

ま

     名 事業の意

ち

図やねらい（成果や効

　
 

果）

国営かんがい排水

基

事業（岩手山麓地区 本

本

市の基幹水利施設であ

施

る岩洞ダム及び主幹線

策

水路は国営岩手山麓開

　

拓事業によ

り昭和16

０

年から同43年に造成

３

されたもので老朽化が

 

進み機能低下が著しい

 

状況で
） す。老朽化し

　
 

た施設の改修を行うこ

農

とにより、農業用水の

林

安定的かつ効率的な供

業

給を図り、農業生産性

の

の向上と農業経営の安

振

定を図ります。

継続区

興

分 会計・款・項・目 令

と

和2年度の事業概要
国

担

が実施する導水路、分

い

水口、主幹線水路等の

　
手

整備事業の実施を支援

の

します。継続 一般

事 

支

   業    主 

援

   体
農林課

【他団

－

体事業主体】

農林水産

 

省東北農政局

2

事  

9

     業    

 

   名 事業の意図や

－

ねらい（成果や効果）

０

林業成長産業化総合対策事業 木材産業の健全な発展と木材利用の推進を図るため、需要に応じた木材の安定供

給体制の構築に向けた間伐材等の供給力の強化、森林・林業の再生の基盤となる

施設・機械の整備等を支援します

３

。

継続区分 会計・款・

事

項・目 令和2年度の事

 

業概要
木材の安定供給

 

体制の構築に向けた間

 

伐材等の供給力の強化

 

、森林・林業の再生継

 

続 一般
の基盤となる施

 

設・機械の整備等を支

 

援します。
事    

業

業    主    

 

 

体
農林課

【他団体事業

 

主体】

林業経営体

 

事

 

       業  

 

     名 事業の意

 

図やねらい（成果や効

 

果）

森林・山村多面的

名

機能発揮対策補助事 地

事

域住民が森林所有者等

業

と協力して実施する里



令
令

○

項 

全

      目 令和2

体

年度 令和3年度 令和4

事

年度 令和5年度 備  

業

     考

投 計 年度

期

別事業費 815,87

間

8 192,222 22

活

0,410 211,1

目

13 192,133
合

生

資 内 特定財源 568,

和

産

130 132,385

資

158,783 145

材

,632 131,33

（

0
画

指 訳 一般財源 24

き

7,748 59,83

の

7 61,627 65,

こ

481 60,803
計

原

標 額 他団体事業負担額

木

8,859,925 2

）

,928,729 2,

2

の

955,634 2,9

導

28,981 46,5

入

81

  平成28年

年

度～令和5年度34,

度

300 34,400 3

～

4,500 34,60

令

0
動 単 位 本

標
指 生産資

和

材（きのこ種菌）の導

5

入
4,474 4,48

年

7 4,500 4,51

和
度

0
標 値 単 位 枚（種菌4

（

60個／枚） ○特定財

単

源
  岩手県特用林産

位

施設等体制整投 計 年度

 

別事業費 17,916

 

4,187 4,567

千

4,581 4,581

円

  備事業費補助金【

）

県】1/2合
  資 内

－

特定財源 17,914

2

 

4,186 4,566

3

4,581 4,581

0

  画   指 訳 一般財

 

源 2 1 1
令和2年度実

－

施令和元年度繰越計 明許費4,112千円標 額 他団体事業負担額 17,841 4,112 4,567 4,581 4,581

年

項       目 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 備       考
○全体事業期間活 目 受益面積
  平成26年度～令和4年度1,574 1,574 1,5

度

74 0
動 単 位 ｈａ

標
指

標 値 単 位

投 計 年度別事業費
合

資 内 特定財源
画

指 訳 一般財源
計

標 額 他団体事業負担額 7,500,000 2,500,000 2,500,000 2,500,000

実

項       目 令

項

和2年度 令和3年度 令

 

和4年度 令和5年度 備

 

       考
○全

 

体事業期間活 目 高性能

 

林業機械整備
  平成

 

30年度～令和5年度

 

0 1 0 0
動 単 位 台

標
指

 

標 値 単 位 ○特定財源
 

行

目

 林業成長産業化総合

令

対策事業投 計 年度別事

和

業費 13,333 13

2

,333
  補助金【

年

県】(1/3)合
  

度

資 内 特定財源 13,3

令

33 13,333
  

和

画   指 訳 一般財源
計

3

標 額 他団体事業負担額

年

26,667 26,6

計

度

67

令和

項

4

       目 令和

年

2年度 令和3年度 令和

度

4年度 令和5年度 備 

令

      考
○全体

和

事業期間活 目 森林整備

5

面積
  平成30年度

年

～令和5年度4.2 4

画

度

.2 4.2 4.2
動 単

備

位 ha
標

指

標 値 単 位

投

 

計 年度別事業費 648

 

162 162 162 1

 

62
合

資 内 特定財源
画

 

指 訳 一般財源 648 1

 

62 162 162 16

 

2
計

標 額 他団体事業負

 

担額

考



  

戦を続けるまち

 地域の産業がより政 活性化し、次代を見据策 えた挑戦を続けるまち　
 基本施策　０３  

　
 農林業の振興と担い

　
手の支援

－ 31 －

０

 ０３   地

３

域の産業がより活性化

 

し、次代を見据えた挑



令
令

計 年度別事業費 1,8

和

71,987 457,

2

263 484,766

年

473,469 456

度

,489
合

資 内 特定財

～

源 1,230,673

令

300,486 323

和

,597 310,44

5

6 296,144
画

指

年

訳 一般財源 641,3

和
度

14 156,777 1

（

61,169 163,

単

023 160,345

位

計
標 額 他団体事業負担

 

額 8,859,925

 

2,928,729 2

千

,955,634 2,

円

928,981 46,

）

581

－

2

 32 －

年度実

項       目

行

令和2年度 令和3年度

計

令和4年度 令和5年度

画

備       考

投


